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はじめに

このドキュメントの目的は、SAP BWナレッジ・モジュールによって提供される様々な可能性の概要と、それらをOracle Data Integratorで使用する方法について説明することです。

このドキュメントでは、Oracle Data Integratorを使用してETLプロジェクトに取り組む方法を理解するために役立つ例を示します。このプロジェクトでは、データの品質を検証しつつ、SAP BWシステムからデータをデータ・ウェアハウスにロードします。

このプロジェクトを完了するのに要する時間は約90分です。プロジェクトの任意の時点で、一時停止して作業内容を保存し、そこから作業を再開することができます。

このガイドを読み進める前に、Oracle Data Integratorを使用することをお薦めします。Oracle Data Integratorの入門書としては、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorスタート・ガイド』が役に立ちます。

『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorナレッジ・モジュール開発者ガイド』のSAP ABAP - BWの章を参照して、SAP BW KMの詳細を確認することもお薦めします。


対象読者

このガイドは、SAP JCoライブラリを使用しているSAP BWシステムで、Oracle Data Integratorアプリケーション・アダプタを統合プロセスの開発ツールとして使用する開発者および管理者を対象読者としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWeb サイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、次のOracleドキュメントを参照してください。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorスタート・ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorアプリケーション・アダプタ・ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorインストレーション・ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integrator開発者ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integrator接続およびナレッジ・モジュール・ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorナレッジ・モジュール開発者ガイド


	
Oracle Fusion Middleware SAP ABAP ERPアダプタ・スタート・ガイド


	
Oracle Data Integrator 11gオンライン・ヘルプ


	
Oracle Data Integrator 11gリリース・ノート(Oracle Data Integrator 11gのインストールに付属、Oracle Technology Networkからも入手可能)





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













1 Oracle Data Integrator SAP BWナレッジ・モジュールの概要


この章では、Oracle Data Integrator SAP BWナレッジ・モジュールの概要を説明します。



概要

Oracle Data Integrator SAP BWナレッジ・モジュールでは、SAP JCoライブラリを使用したSAP BWシステムからの統合が可能です。このKMのセットには、次の機能があります。

	
SAPデータをSAP BWシステムから読み取る


	
このSAPデータをOracle/非Oracleステージング領域にロードする


	
ウェアハウスのメタデータをリバース・エンジニアリングしてツリー・ブラウザを提示する(ここから必要なメタデータのみを選択できる)




このアダプタには、次の2つのナレッジ・モジュールが含まれています。

	
RKM SAP BW: この主な役割は、カスタマイズ済のリバース・エンジニアリングをSAP BWデータ・ターゲットに対して実行してODIのデータストア(モデル)を生成することです。SAP BW RKMの担当範囲は、SAP BWシステム(このシステムがSAP BWデータ・ターゲットのメタデータ情報を保持しています)に接続し、得られたメタデータを変換してOracle Data Integratorのリポジトリに書き込むことです。


	
LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)/LKM SAP BW to SQLは、SAP BWに接続して、SAPモデル内で定義されているデータ・ターゲットを取り出します。これはインタフェースで使用されます。LKMの担当範囲は、ソース・データをSAP BWシステムからOracle/非Oracleステージング領域にロードすることです。












2 環境の設定


この章では、SAP BW環境をOracle Data Integratorとともに使用するようにセットアップする方法を説明します。

含まれる内容は、次のとおりです。

	
開始する前に


	
共有フォルダ・セットアップの検証


	
FTPセットアップの検証


	
SAP権限の検証


	
SAPトランスポート・レイヤー名の検証


	
Oracle Data Integratorのインストール


	
Oracle DBターゲットのインストールと構成


	
JCoのインストールと構成


	
FTPサーバーのセットアップ


	
Oracle Data Integratorの構成






開始する前に

開始する前に、次のことに注意してください。

	
システム要件と動作要件


	
権限の取得


	
SAP接続情報の収集






システム要件と動作要件

インストールを実行する前に、システム要件と動作保証のドキュメントをよく読み、これからインストールを行う製品の最小インストール要件を現在の環境が満たしていることを確認する必要があります。

Oracle Data Integratorの要件は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorインストレーション・ガイド』に記載されています。

Oracle Data Integrator SAP ABAP - BWアダプタ固有の要件は次のとおりです。

	
Oracle Data Integrator 11.1.1.7.0以上。


	
アダプタに対応するバージョンのJava Connector (JCo)を使用する必要があります。サポートされるJCoのバージョンの一覧は、Oracle Technology Network (OTN)にある互換性の表を参照してください。バージョンがJCo 3.0.2以上であることが必要です。


	
Oracle Data IntegratorおよびJCoの両方と互換性があるJVMバージョンを使用する必要があります。JCoの前提条件として、JVM 1.5以上のバージョンが必要です。


	
コネクタが、SAPシステムからODIエージェントへのデータ転送に対して2つの転送モードをサポートしていること。1つは共有ディレクトリを使用する転送、もう1つはFTP経由のデータ転送です。詳細と制約の説明は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorアプリケーション・アダプタ・ガイド』の第8.7.1項にあるファイル転送の考慮事項を参照してください。ファイル転送モードの選択に応じて、次の要件を満たす必要があります。

	
共有ディレクトリ経由のデータ転送(推奨される転送方法): LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)を使用するには、SAPシステムとODIエージェントとの間で共有されるフォルダが必要です。SAPアプリケーション・サーバーでは、SAPシステムとODIエージェント・マシンからアクセス可能なフォルダにデータを書き込むことでデータを転送します。これは通常、ODIエージェント・マシンのフォルダをSAPシステムと共有することで行われます。共有フォルダは、必ずしもODIエージェント・マシン上に置く必要はないことに注意してください。共有フォルダがODIエージェント・マシンとSAPシステムの両方からアクセス可能であるかぎりは、サード・マシン上に共有フォルダを置くこともできます。




	
注意:

セキュリティ上の理由から、SAPのフォルダをODIエージェントと共有することは避けてください。SAPシステムと共有するのは、ODIエージェント・マシンのフォルダのみにしてください。









共有フォルダは、SAPシステムにアクセスできる必要があります。基盤となるオペレーティング・システムのみへのアクセスでは不十分です。つまり、フォルダはSAPトランザクションAL11内で宣言される必要があり、その結果、フォルダはAL11内で正常に開かれます。


	
FTP経由のデータ転送: LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)を使用するには、データをSAP BWシステムからアップロードするためのFTPサーバーが必要です。このデータの読取りは、インタフェースを実行するエージェントによって(このエージェントがFTPサーバー・マシン上で実行されている場合)ローカルで実行されるか、またはリモートで(このエージェントがFTPサーバーとは異なるマシン上にある場合)実行されます。このFTPサーバーは、SAP BWマシンとエージェント・マシンの両方からネットワーク経由でアクセスできる必要があります。





	
LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)のみ: エージェントを実行するマシン上にSQLLoaderが必要です。SQLLoaderは、SAP BWシステムから抽出されたデータをOracleステージング領域にロードするために使用されます。









権限の取得

SAPアダプタを使用するには、設定および実行の操作を行うための権限が必要です。付録A「SAP ABAP BWで必要な権限」に記載されている権限の一覧を管理者に渡してください。

これらの権限は、SAP BWシステムに接続するためにODI SAP BWアダプタが使用するSAP BWユーザーに付与されている必要があります。

このSAPユーザーには開発者キーが必須であることに注意してください。






SAP接続情報の収集

SAP BWシステムに接続するには、SAP管理者に次の情報を要求する必要があります。

	
SAP BWシステムのIPアドレスまたはホスト名: IPアドレス/ホスト名は、SAPが実行されているホストに付与される技術的な名前です。


	
SAPユーザー: SAPユーザーとは、SAP BWシステムにログオンするためにユーザーに付与される、一意のユーザー名です。


	
SAPパスワード: ユーザーがログインするために使用されるパスワード(大文字と小文字が区別されます)。


	
SAP言語: ログイン時に使用される言語のコード。たとえば、英語はEN、ドイツ語はDEです。


	
SAPクライアント番号: SAPでクライアントと呼ばれる、自己完結型の単位に割り当てられた3桁の番号。クライアントは、トレーニング、開発、テスト、本番クライアントなどです。また、大企業の個々の部門を表す場合もあります。


	
SAPシステム番号: SAPインスタンスに割り当てられた2桁の番号。SAPインスタンスは、Web Application Server (WAS)とも呼ばれます。


	
SAPシステムID: 1つのランドスケープ内でのSAPシステムの一意の識別子(3文字)。


	
SAP SNC接続プロパティ(省略可能)/SAPルーター文字列(省略可能): SAPは、SNCおよびSAPルーターを使用してセキュリティを強化しています。これは、これらのセキュリティの実装時に使用されます。


	
SAPトランスポート・レイヤー名: この文字列は、1つのSAPランドスケープ内でトランスポート・レイヤーを一意に識別します。これにより、ODIは、SAPでの後のデプロイメントでトランスポート・リクエストを作成できます。ここにデフォルト値がある場合でも、このトランスポート・レイヤー名は、SAP Basisチームからの提供を受ける必要があります。これを行わない場合、インストールの際、大幅な遅れにつながる可能性があります。


	
SAP BWバージョン: BW 3.5またはBI 7.0。


	
SAPキャラクタ・セット: このキャラクタ・セットが必要になるのは、SAPシステムがUNICODEシステムではない場合のみです。すべてのキャラクタ・セットのリストは、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』のロケール・データに関する項を参照してください。たとえば、クロアチア語のデータの場合はEE8ISO8859P2です。UNICODEシステムの場合はUTF8を使用します。







	
注意:

前述の接続データ(SAP SNC接続プロパティおよびSAPルーター文字列を除く)はすべて必須であり、SAP管理者から要求されます。接続設定時には、SAP管理者にサポートを依頼することを検討することもできます。
















共有フォルダ・セットアップの検証

共有フォルダ・セットアップの検証は、共有ディレクトリを使用してデータを転送する予定がある場合にのみ実行します。FTP転送を使用する場合は、この項をスキップしてもかまいません。このガイドの以降のステップを実行する前に、共有フォルダ・セットアップの検証を実行する必要があります。この検証は一般的に、SAP Basisチームによって実行されます。


ステップ1: SAPアプリケーション・サーバーからのフォルダ・アクセスの検証

	
SAPGUIを起動します。


	
ODI SAPユーザーとパスワードを使用してSAPシステムとクライアントに接続します。


	
トランザクションAL11に進みます。


	
共有フォルダを選択します。


	
共有フォルダをダブルクリックしてディレクトリ宣言をテストします。

この結果は、接続成功となるはずです。そうでない場合は、SAP Basisチームに連絡してください。このテストに合格するまでは、先に進まないでください。




	
注意:

SAPでは、AL11で宣言されたディレクトリに接続するためにOSユーザー<sid>admが使用されます。










	
画面のスクリーンショットを撮ります。





ステップ2: ODIエージェント・マシンからのフォルダ・アクセスの検証

	
ODIエージェントの実行に使用されるWindowsユーザーIDを使用してODIエージェント・マシンにログインします。


	
共有ディレクトリのパスをWindowsエクスプローラで開きます。

共有フォルダの内容が一覧表示されます。資格証明の入力が不要であることを確認してください。このとおりにならない場合や、資格証明の入力が必要であった場合は、共有フォルダが物理的に存在するシステムのWindows管理者またはシステム管理者に連絡してください。このテストに合格するまでは、先に進まないでください。


	
画面のスクリーンショットを撮ります。









FTPセットアップの検証

FTPセットアップの検証が当てはまるのは、FTPを使用してデータを転送する予定がある場合のみです。データ転送に共有ディレクトリを使用する場合は、この項をスキップしてもかまいません。このガイドの以降のステップを実行する前に、FTPセットアップの検証を実行する必要があります。この検証は一般的に、SAP Basisチームによって実行されます。


ステップ1: SAPFTPA宛先の検証

	
SAPGUIを起動します。


	
ODI SAPユーザーとパスワードを使用してSAPシステムとクライアントに接続します。


	
トランザクションSM59に進みます。


	
「TCP/IP connections」を開きます。


	
「SAPFTPA」宛先を開きます。


	
「Test connection」をクリックします。

この結果は、接続成功となるはずです。そうでない場合は、SAP Basisチームに連絡してください。このテストに合格するまでは、先に進まないでください。


	
画面のスクリーンショットを撮ります。





ステップ2: FTP接続のテスト

	
トランザクションSE38に進みます。


	
機能モジュールRSFTP002を表示します。


	
[F8]を押してABAPプログラムを実行します。


	
FTPユーザーIDとパスワードを入力します。


	
FTPサーバーのホスト名またはIPアドレスを入力します。


	
「cd /」または「cd <ODIターゲット・ディレクトリ>」と入力します。


	
「RFC_DESTINATION」フィールドに「SAPFTPA」と入力します。


	
[F8]を押してテストを実行します。

この結果は、接続成功となるはずです。次に示すようなメッセージが表示されます。

250 CWD successful.

このテストに成功しない場合は、SAP Basisチームに連絡してください。このテストに合格するまでは、先に進まないでください。


	
画面のスクリーンショットを撮ります。









SAP権限の検証

この項では、SAPの主な権限をテストする方法を説明します。このガイドのこれ以降のステップに進むには、このテストの検証結果が合格であることが必要です。この検証は一般的に、SAP Basisチームによって実行されます。

次の手順を実行して、SAPユーザーに適切な開発者権限が付与されていることと、開発者ライセンス・キーを保持していることを検証します。

	
SAPGUIを起動します。


	
ODI SAPユーザーとパスワードを使用してSAPシステムとクライアントに接続します。


	
トランザクションSE38に進みます。


	
任意のサンプル・プログラム名(例: ZSAP_TEST)をプログラム名フィールドに入力します。


	
「Create」をクリックします。


	
同様のテストを、トランザクションSE37およびSE11に対して実行します。




トランザクションでプログラムを作成するときに、キーが要求されず、その他の認可メッセージも表示されなかった場合は、そのSAPユーザーには適切な開発者権限とライセンス・キーがあることが検証済です。そうでない場合、SAP Basisチームは、ライセンス・キーを取得するためにそのSAPユーザーをservice.sap.comで登録する必要があります(Basisチームのメンバーは、そのユーザーの開発者権限取得を支援できます)。






SAPトランスポート・レイヤー名の検証

SAPコネクタによってSAPオブジェクト(たとえば機能モジュール)がSAP開発システム内で作成されるので、このような変更を開発完了後に、QAおよび本番のシステムにトランスポートする必要があります。SAPの変更およびトランスポート・システムでは、SAPトランスポート・レイヤー名を使用して変更の伝達経路が指定されます。トランスポート・レイヤーは各開発クラスに割り当てられるので、そのクラスのすべてのオブジェクトに割り当てられることになります。トランスポート・レイヤーによって次が決定されます:

	
どのSAPシステムで、リポジトリ・オブジェクトに対する開発または変更が行われたか


	
開発作業完了時に、オブジェクトがグループ内の他のシステムにトランスポートされるかどうか




トランスポート・レイヤーZ<SID>を通過する、開発システムから品質保証システムへのコンソリデーション・ルートが作成されます。これが、カスタマ開発とカスタマイズのための標準トランスポート・レイヤーとなります。

トランスポート・レイヤーSAPを通過する、開発システムから品質保証システムへのコンソリデーション・ルートが作成されます。これは、SAP標準オブジェクトのトランスポートに使用されます。

RKM SAP BWの初回実行前に正しいトランスポート・レイヤー名を指定することが重要です。次の手順を実行して、SAPランドスケープ内で定義されているトランスポート・レイヤーのリストを特定します。

	
トランザクションSTMSを介してトランスポート・ドメイン・コントローラの役割を果たすSAPシステムのクライアント000にログオンします。


	
「Overview」→「Transport Routes」を選択します。「Display Transport Routes」ダイアログが表示されます。


	
「Goto」→「Graphical Editor」を選択します。


	
モードを切り替えるために、「Configuration」→「Display <-> Change」を選択します。


	
カーソルをSAPシステム上に置きます。


	
「Edit」→「System」→「Change」を選択します。「Change System Attriburtes」ダイアログが表示されます。


	
「StandardTransport Layer」タブを選択します。


	
SAPシステムのトランスポート・レイヤーを変更します。


	
結果は、様々なトランスポート・レイヤーのリストです。




デフォルトでは、RKMのSAP_TRANSPORT_LAYER_NAMEオプションはSAPに設定されています。どのトランスポート・レイヤーを使用するかは、SAP Basis管理者に確認してください。このトランスポート・レイヤー名がRKMのSAP_TRANSPORT_LAYER_NAMEオプションで設定されている必要があります。不正なまたは無効なトランスポート・レイヤー名を使用すると、インストール・プロセス時に重大な遅れが生じます。






Oracle Data Integratorのインストール

このプロジェクトを開始する前に、Oracle Data Integratorをインストールおよび構成する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorスタート・ガイド』および『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorインストレーション・ガイド』を参照してください。






Oracle DBターゲットのインストールと構成

このプロジェクトでは、Oracleデータベース・エンジンを統合インタフェースのターゲットとして、およびステージング領域として使用します。例として、Oracle XEデータベースをOracle Technology Network (OTN)からダウンロードできます。このデータベースをインストールして構成します。

このプロジェクトのターゲットとなるOracle表は、次のスクリプトを使用して作成できます。


-- Create demo target schema

CREATE USER ODI_SAP_DEMO IDENTIFIED BY ODI_SAP_DEMO DEFAULT TABLESPACE USERS TEMPORARY TABLESPACE TEMP;
GRANT CONNECT, RESOURCE TO ODI_SAP_DEMO;


-- Create demo target tables
-- For ODS/DSO

CREATE TABLE ODI_SAP_DEMO.W_PURCH_DS (
PO_GUID VARCHAR2(100),
ORDER_ITEM_GUID VARCHAR2(100),
ACC_ASS_GUID VARCHAR2(100),
GUIDE_CONTRCT VARCHAR2(100),
ORDER_QUANT NUMBER,
NET_PRICE NUMBER,
PRICE_UNIT CHAR(5),
NO_OF_PURCH_ODR NUMBER);
ALTER TABLE ODI_SAP_DEMO.W_PURCH_DS ADD CONSTRAINT PK_W_PURCH_DS PRIMARY KEY (PO_GUID);


-- For INFO OBJECT

CREATE TABLE ODI_SAP_DEMO.W_ACCNT_VENDR_DS (
VENDOR CHAR(10),
PCOMPANY CHAR(10),
PHONE CHAR(20),
PLANT CHAR(10),
STREET VARCHAR(50),
MED_DESC VARCHAR(100));
ALTER TABLE ODI_SAP_DEMO.W_ACCNT_VENDR_DS ADD CONSTRAINT PK_W_ACCNT_VENDR_DS PRIMARY KEY (VENDOR);


-- For INFO OBJECT HIERARCHY

CREATE TABLE ODI_SAP_DEMO.W_GL_ACCOUNT_HIER_DS (
HIER_NAME CHAR(50),
NODEID NUMBER(20),
INFOOBJECT_NAME CHAR(80),
NODENAME CHAR(80),
TLEVEL NUMBER(5),
PARENTID NUMBER(20),
CHILDID NUMBER(20),NEXTID NUMBER(20));

ALTER TABLE ODI_SAP_DEMO.W_GL_ACCOUNT_HIER_DS ADD CONSTRAINT PK_W_GL_ACCOUNT_HIER_DS PRIMARY KEY (HIER_NAME, NODEID);

-- For INFO OBJECT INTERVAL HIERARCHY

CREATE TABLE TARGET_INTERVAL_HIERARCHY
(
RSHIENM VARCHAR2(30 BYTE),
NODEID NUMBER(8),
PARENTID NUMBER(8)
INTERVL VARCHAR2(1 BYTE)
LEAFFROM VARCHAR2(60 BYTE),
LEAFTO VARCHAR2(60 BYTE),
VERSION VARCHAR2(3 BYTE),
CHRT_ACCTS VARCHAR2(4 BYTE),
GL_ACCOUNT VARCHAR2(10 BYTE),
BAL_FLAG VARCHAR2(1 BYTE),
GLACCEXT VARCHAR2(18 BYTE),
INCST_FLAG VARCHAR2(2 BYTE)
)


-- For INFO CUBE

CREATE TABLE ODI_SAP_DEMO.W_VENDR_BAL_DS (
OCOMP_CODE CHAR(6),
OCREDITOR CHAR(10),
ORC_ACCOUNT CHAR(10),
TOT_DEBT_POST NUMBER,
TOT_CR_POST NUMBER,
CUMULATIVE_BAL NUMBER);

ALTER TABLE ODI_SAP_DEMO.W_VENDR_BAL_DS ADD CONSTRAINT PK_W_VENDR_BAL_DS PRIMARY KEY (OCOMP_CODE);


-- For INFO CUBE & INFO OBJECT Join

CREATE TABLE ODI_SAP_DEMO.W_VENDER_CUBE_OBJ_DS (
COMP_CODE CHAR(10),
VENDOR CHAR(10),
GL_ACCOUNT CHAR(10),
SALES_FOR_PERIOD NUMBER,
CUM_BALANCE NUMBER,
PLANT CHAR(10),
MEDIUM_DESC VARCHAR2(100));

ALTER TABLE ODI_SAP_DEMO.W_VENDER_CUBE_OBJ_DS ADD CONSTRAINT PK_W_VENDER_CUBE_OBJ_DS PRIMARY KEY (COMP_CODE);

CREATE TABLE "TARGET_NAVIGATIONAL_ATTRIBUTES"
(
IOPK_CUSTOMER VARCHAR2(10 BYTE),
IOPKCUST_GROUPVARCHAR2(2 BYTE),
IOPKPK_CUSTOMERVARCHAR2(10 BYTE),
IOPK_PK_PLANT VARCHAR2(4 BYTE),
IOPKCALMONTH NUMBER(6),
IOPK_CALWEEK NUMBER(6),
IOPKTHIP_POINTVARCHAR2(4 BYTE),
REQUIDVARCHAR2(30 BYTE),
KF_ODEL_VOL NUMBER(17,3),
KF_OSHIPDATE NUMBER(17),
KF_OLOADDATEK NUMBER(17),
KF_OACT_GI_DTKNUMBER(17),
KF_OMATAV_DATKNUMBER(17),
KF_OLATE_QTY NUMBER(17,3),
CUSTOMERVARCHAR2(10 BYTE),
PLANT VARCHAR2(4 BYTE),
PHONE VARCHAR2(16 BYTE),
PCOMPANYVARCHAR2(6 BYTE),
OUTL_TYPEVARCHAR2(4 BYTE),
NIELSEN_ID VARCHAR2(2 BYTE),
LOGSYSVARCHAR2(10 BYTE),
VISIT_RYTVARCHAR2(4 BYTE),
USAGE_INDVARCHAR2(3 BYTE),
SRCID VARCHAR2(4 BYTE),
PRECISIDNUMBER(4),
POSTCD_BOX VARCHAR2(10 BYTE),
CUS_F_CONS VARCHAR2(1 BYTE),
COUNTRYVARCHAR2(3 BYTE),
BPARTNERVARCHAR2(10 BYTE),
ACCNT_GRPVARCHAR2(4 BYTE),
LANGU VARCHAR2(1 BYTE),
KEYACCOUNT VARCHAR2(1 BYTE)
)

-- For OPEN HUB DESTINATION

CREATE TABLE ODI_SAP_DEMO.W_OPENHUB_SALES_DS (
OHREQUID NUMBER,
DATA_PACKAGE NUMBER,
DATA_RECORD NUMBER,
CUSTOMER CHAR(1),
MATERIAL CHAR(1),
MATERIAL_PRICE NUMBER,
CURRENCY NUMBER,
QUANTITY NUMBER,
TOTAL_REVENUE NUMBER);

ALTER TABLE ODI_SAP_DEMO.W_OPENHUB_SALES_DS ADD CONSTRAINT PK_W_OPENHUB_SALES_DS PRIMARY KEY (OHREQUID);






JCoのインストールと構成

SAPアダプタは、Java Connector (JCo)を使用してSAPシステムに接続します。プロジェクトを続行する前にJCoを構成する必要があります。

JCoをインストールおよび構成する手順は次のとおりです。

	
実際の構成に対してサポートされるバージョンのJCoを、http://service.sap.com/connectorsからダウンロードします。サポートされるJCoのバージョンを調べるには、Oracle Technology Networkにある認定マトリクスを参照してください。バージョンがJCo 3.0.2以上であることが必要です。




	
注意:

	
実際のオペレーティング・システムとシステム・アーキテクチャ(32/64ビット)に対して適切なSAP JCoパッケージを選択してください。たとえば、ODIを32ビットJVMの中で実行する場合は、32ビットSAP JCoをダウンロードする必要があります(CPUおよびOSが64ビットであっても)。SAP JCoに必要なネイティブ・ライブラリが原因で、32ビットと64ビットのアーキテクチャを混在させることはできません。混在させると、接続に失敗します。


	
odi.confには、ODI Studioに使用されるJDKパスが含まれています。













	
適切な配布パッケージの圧縮を解除して、任意のディレクトリ<sapjco-install-path>に保存します。


	
<sapjco-install-path>/javadoc/installation.htmlに記載されている、プラットフォームごとの手順に従ってインストールを行います。


	
sapjco3.jarとsapjco3.dllをコピーします。

ODI 10gの場合: sapjco3.jarとsapjco3.dll (またはそれぞれのバイナリ、たとえばlibsapjco3.so)をoracledi/driversディレクトリにコピーします。

ODI 11gの場合: sapjco3.jarとsapjco3.dll (またはそれぞれのバイナリ、たとえばlibsapjco3.so)を<ODI_HOME>/odi_miscディレクトリ(ODI Studio)と<ODI_HOME>/oracledi/agent/driversディレクトリ(スタンドアロン・エージェント)にコピーします。


	
ODI Studioとエージェント(ある場合)を再起動します。


	
JCoインストールをチェックします。これは、このガイドで後述する部分でもチェックします。







	
注意:

<windows-dir>\system32ディレクトリにインストールされているJCoライブラリを変更するときに、そのマシンで他のSAPツールやコンポーネントが実行されている場合は、そのコンポーネントで問題が発生することがあります。この変更を実行する前に、マシン管理者に確認してください。












	
注意:

SAP JCoソフトウェアにはlibrfc32/librfc64ライブラリが必要ですが、このソフトウェアには含まれていません。これは、SAP GUIソフトウェアなどに含まれています。このライブラリがまだインストールされていない場合は、付録B「librfc32/librfc64ライブラリのインストール」の手順に従ってダウンロードおよびインストールする必要があります。














FTPサーバーのセットアップ

SAPアダプタによって、SAPデータが抽出されてFTPサーバーにアップロードされます。FTPサーバーを構成するか、既存のFTPサーバーを使用します。このFTPサーバー内にユーザーを作成する必要があります。また、このユーザーによるファイルのアップロード先となるディレクトリも作成する必要があります。






Oracle Data Integratorの構成

次の手順を実行してOracle Data Integratorを構成します。

	
トポロジのセットアップ


	
オープン・ツールの追加






トポロジのセットアップ

次の操作を、Oracle Data Integratorのインストールまたはアップグレードの後に実行します。

	
トポロジ・マネージャに接続します。


	
SAP ABAPテクノロジがマスター・リポジトリに存在しない場合は、SAP ABAPテクノロジを「シノニム挿入更新」モードで/impexpフォルダからインポートします。


	
マスター・リポジトリのアップグレードを実行します。マスター・リポジトリのアップグレード・プロセスの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorインストレーション・ガイド』を参照してください。


	
トポロジ・マネージャで、JavaBeanShellテクノロジを開き、「言語」タブの一覧にJYTHON言語が表示されていることを確認します。そうでない場合は、追加します。


	
ファイル・データ・サーバーを作成し、既存のFTPサーバーを指すように設定します。このFTPサーバーに抽出ファイルがSAPからプッシュされて、SQL*Loader用に取り出されます。このデータ・サーバーのパラメータを次のように設定します。

	
ホスト(データ・サーバー): FTPサーバーのIPホスト名またはIPアドレス。


	
ユーザー: FTPサーバーにログインするためのユーザー名。


	
パスワード: ユーザーのパスワード。





	
「LKM SAP BW to SQL」とともに使用する場合は、これらの追加パラメータも構成する必要があります。

	
JDBCドライバ・クラス: com.sunopsis.jdbc.driver.file.FileDriver


	
JDBC URL: jdbc:snps:dbfile?ENCODING=UTF8

前述のURLは、SAP UNICODEシステムのためのものです。非UNICODEシステムの場合のENCODINGパラメータの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integrator接続およびナレッジ・モジュール・ガイド』の第3.3.1項「ファイル・データ・サーバーの作成」を参照してください。このURLに対して選択されたエンコーディングは、SAPアプリケーション・サーバーで使用されるコード・ページと一致している必要があります。





	
このファイル・データ・サーバーの中に、物理スキーマを作成します。これは、抽出ファイルのプッシュ先となるFTPホスト内のフォルダを表すものです。データおよび作業スキーマを次のように指定します。

	
データ・スキーマ: リモートの場所から抽出ファイルのアップロードやダウンロードを行うための、FTPサーバー上のパス。このパスは、SAP BWシステムからFTPサーバーに抽出ファイルをアップロードする際に使用されます。また、抽出ファイルをダウンロードするリモート・エージェントによって使用されます。このパスにはスラッシュを使用する必要があり、スラッシュ文字で終了する必要があります。


	
作業スキーマ: FTPサーバーのマシン上のローカル・パス。このパスは、このマシンにインストールされているエージェントが、FTPサーバーを経由せずに抽出ファイルにアクセスするために使用されます。このアクセス方法が使用されるのは、LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)/LKM SAP BW to SQLのFTP_TRANSFER_METHODパラメータがNONEに設定されている場合です。作業スキーマは1つのOSファイル名であるため、スラッシュやバックスラッシュはOSに合せて使用してください。

データ・スキーマと作業スキーマに対して指定されるパス名は、同一でなくてもかまいません。FTPサービスによって/sapfilesというFTPディレクトリにアクセスできるようにすると同時に、ファイルをローカルに、c:\inetpub\ftproot\sapfilesに格納することができます。




『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorアプリケーション・アダプタ・ガイド』の第7.7.1項にあるファイル転送の考慮事項を参照してください。


	
対応する「File Server for SAP ABAP」という論理スキーマが存在しない場合は、作成します。この論理スキーマ名は固定であり、前のステップで作成した物理スキーマにマッピングする必要があります。









オープン・ツールの追加

オープン・ツールをインストールしてODIに追加する手順の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integrator開発者ガイド』の付録A「Oracle Data Integrator Toolsリファレンス」を参照してください。この項では、SAP ABAP固有の手順の詳細のみを説明します。

	
デザイナに接続します。


	
「ファイル」→「オープン・ツールの追加/削除」を選択します。


	
「オープン・ツールの追加/削除」ウィンドウの「オープン・ツール・クラス名」フィールドに、「oracle.odi.sap.km._OdiSapAbapExecute」という名前を入力します。


	
「オープン・ツールの追加」をクリックします。


	
オープン・ツールが次のように表示されます。

[image: image002.gifの説明が続きます]

image002.gifの説明



	
「OK」をクリックします。














3 トポロジの構成


この章では、トポロジを構成する方法を、現実的な例を使用して説明します。

このプロジェクトでは、次に示すSAP BWターゲットからデータを抽出する方法を示します。

	
ODS/DSO:

SAP BWからのソース・データ・ターゲット0BBP_POはODSであり、ベンダー情報が格納されています。

ターゲットW_PURCH_DSはOracleデータベース内の表の1つであり、この表にSAP BWのソースからロードする必要があります。この表の内容は、発注情報です。


	
インフォ・オブジェクト:

ソース・データ・ターゲット0CREDITORはSAP BWからのインフォ・オブジェクトであり、サプライヤ/ベンダーのアカウント番号が格納されています。

ターゲットW_ACCNT_VENDR_DSはOracleデータベース内の表の1つであり、この表にSAP BWのソースからロードする必要があります。この表の内容は、サプライヤ/ベンダーのアカウント番号情報です。


	
インフォ・オブジェクト階層:

ソース・データ・ターゲット0GL_ACCOUNTはSAP BWからのインフォ・オブジェクトであり、総勘定元帳情報が格納されています。

ターゲットW_GL_ACCOUNT_HIER_DSはOracleデータベース内の表の1つであり、この表にSAP BWのソースからロードする必要があります。この表の内容は、サプライヤ/ベンダーのアカウント番号情報です。


	
インフォ・キューブ:

ソース・データ・ターゲット0FIAP_C20はSAP BWからのインフォ・キューブであり、ベンダー残高が格納されています。

ターゲットW_VENDR_BAL_DSはOracleデータベース内の表の1つであり、この表にSAP BWのソースからロードする必要があります。この表の内容は、ベンダー残高です。


	
インフォ・キューブおよび関連するインフォ・オブジェクト:

ソース・データ・ターゲット0FIAP_C20はインフォ・キューブ、0CREDITORはインフォ・オブジェクトであり、どちらにもベンダー関連の情報が格納されています。

ターゲットW_VENDER_CUBE_OBJ_DSはOracleデータベース内の表の1つであり、この表にSAP BWのソースから結合条件に従ってロードする必要があります。


	
オープン・ハブ:

ソース・データ・ターゲットZOHD_SALEはオープン・ハブ宛先名であり、これに関連付けられた表である/BIC/OHZOHD_SALEに売上情報が格納されます。

ターゲットW_OPENHUB_SALES_DSはOracleデータベース内の表の1つであり、この表にSAP BWのソースからロードする必要があります。この表の内容は、売上情報です。


	
デルタ抽出:

デルタ抽出を行うには、2つのKMオプションの値を渡す必要があります。その2つとはFIRST_REQ_IDとLAST_REQ_IDであり、前述の任意のデータ・ターゲット(インフォ・オブジェクトを除く)から完全ロード後に渡されます。FIRST_REQ_IDはデルタ抽出の開始点、LAST_REQ_IDはデルタ抽出の終了点です。




この章は、次の項で構成されています。

	
ターゲット・データ・サーバーの構成


	
SAPソース・サーバーの構成






ターゲット・データ・サーバーの構成

この項では、Oracleデータ・サーバーをセットアップする方法を説明します。非Oracleのターゲット・データ・サーバーをLKM SAP BW to SQLとともに使用するように構成するときは、それぞれの設定を使用してください。

	
トポロジ・マネージャに接続します。


	
「物理アーキテクチャ」ツリー・ビューで、「テクノロジ」ノードを開いて「Oracle」テクノロジを選択します。


	
右クリックして「データ・サーバーの挿入」を選択します。


	
データ・サーバーの定義を、次に示すように入力します。

[image: image004.jpgの説明が続きます]

図image004.jpgの説明



	
「JDBC」タブを選択し、データ・サーバーへのJDBC接続情報を次に示すように入力します。

[image: image006.jpgの説明が続きます]

図image006.jpgの説明



URLは、実際のOracleインスタンス構成に合せて変更してください。


	
「テスト」をクリックして、このデータ・サーバーへの接続をテストします。


	
「OK」をクリックしてデータ・サーバーを保存します。


	
表示された「物理スキーマ」ウィンドウで、次に示すように、「スキーマ」と「作業スキーマ」の両方に「ODI_SAP_DEMO」と入力します。

[image: image008.jpgの説明が続きます]

図image008.jpgの説明



このデータ・サーバーのためのODIの作業スキーマが定義済の場合は、そのスキーマをODI_SAP_DEMOのかわりに使用できます。


	
「コンテキスト」タブに移動します。


	
「追加」をクリックし、「論理スキーマ」フィールドの値を「ODI_SAP_DEMO」と入力します。

[image: image010.jpgの説明が続きます]

図image010.jpgの説明



	
「OK」をクリックして保存します。









SAPソース・サーバーの構成

次の各トピックで、SAPソース・サーバーを構成する方法を説明します。

	
データ・サーバーの構成


	
論理スキーマの構成






データ・サーバーの構成

	
「物理アーキテクチャ」ツリー・ビューで、「テクノロジ」ノードを開いて「SAP ABAP」テクノロジを選択します。


	
右クリックして「データ・サーバーの挿入」を選択します。


	
データ・サーバーの定義を入力します。このデータ・サーバーのパラメータを次のように設定します。

	
名前: SAP_BW。ODIに表示されるデータ・サーバーの名前です。


	
ホスト(データ・サーバー): SAP BWシステムのIPアドレスまたはホスト名。


	
ユーザー: SAPユーザー(SAP管理者から指定されたもの)。


	
パスワード: このユーザーのSAPパスワード。このパスワードでは大文字と小文字が区別されます。

[image: image012.jpgの説明が続きます]

図image012.jpgの説明






	
このデータ・サーバーのフレックスフィールド値を「フレックスフィールド」タブで設定します。

[image: image014.jpgの説明が続きます]

図image014.jpgの説明



	
SAP言語: ログイン時に使用される言語のコード。たとえば、英語の場合はEN、ドイツ語の場合はDEです。


	
SAPクライアント番号: SAPでクライアントと呼ばれる、自己完結型の単位に割り当てられた3桁の番号。クライアントは、トレーニング、開発、テスト、本番クライアントなどです。また、大企業の個々の部門を表す場合もあります。


	
SAPシステム番号: SAPインスタンスに割り当てられた2桁の番号。SAPインスタンスは、Web Application Server (WAS)とも呼ばれます。


	
SAPシステムID: 1つのランドスケープ内でのSAPシステムの一意の識別子(3文字)。


	
SAP SNC接続プロパティ: SNC接続のプロパティ。このパラメータはオプションで、空のままにすることもできます。


	
SAPルーター文字列: ルーター文字列。このパラメータはオプションで、空のままにすることもできます。


	
SAPキャラクタ・セット: このキャラクタ・セットが必要になるのは、SAPシステムがUNICODEシステムではない場合のみです。すべてのキャラクタ・セットのリストは、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』のロケール・データに関する項を参照してください。たとえば、クロアチア語のデータの場合はEE8ISO8859P2です。UNICODEシステムの場合はUTF8を使用します。




	
注意:

このフレックスフィールドが使用されるのは、「LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)」の場合のみです。「LKM SAP BW to SQL」とともに使用する場合は、非UNICODE SAPシステムのキャラクタ・セットを、ファイル・ドライバURLの中のENCODINGパラメータを使用して定義してください(「トポロジのセットアップ」を参照)。










	
SAP BWバージョン: SAP BWバージョンを次のとおりに入力します:

SAP BW 7.0以上のシステムの場合は、700と入力します

SAP BI 3.5システムの場合は、350と入力します


	
SAP ERPバージョンおよびSAP ABAPバージョン: SAP BWコネクタでは使用しません。





	
「OK」をクリックします。




	
注意:

「テスト」ボタンでのSAP接続定義のテストは、この接続に対してはサポートされません。












データ・サーバー名を除いて、SAPデータ・サーバーを定義するときに指定するパラメータはすべて、SAP管理者から指定されたものを使用します。詳細は、「権限の取得」を参照してください。

SAPアダプタを使用するには、設定および実行の操作を行うための権限が必要です。付録A「SAP ABAP BWで必要な権限」に記載されている権限の一覧を管理者に渡してください。これらの権限は、管理者から指定されたSAPユーザーでSAPシステムにログインするために必要です。

これらのパラメータの詳細は、「SAP接続情報の収集」を参照してください。






論理スキーマの構成

	
「物理スキーマ」ウィンドウの「定義」タブは編集しないでください。


	
「コンテキスト」タブを選択して「追加」をクリックし、論理スキーマ名「LOGICAL_SAP_BW」を入力します。

[image: image016.jpgの説明が続きます]
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「OK」をクリックします。














4 新規プロジェクトの作成


この章では、SAPのための新しいプロジェクトを作成する方法を説明します。

作成したデータ・サーバーと連携させるには、プロジェクトを作成して、データ構造のリバース・エンジニアリングとデータの統合のための適切なナレッジ・モジュールをインポートする必要があります。



新規プロジェクトの作成

SAP BWのための新しいプロジェクトを作成するには:

	
デザイナに接続します。


	
「プロジェクト」ツリー・ビューの「プロジェクトの挿入」をクリックします。


	
「定義」タブで、プロジェクト名を「SAP BW Demo」と入力します。


	
「OK」をクリックしてプロジェクトを保存します。


	
「SAP Demo」プロジェクトを開き、「最初のフォルダ」ノードを選択します。


	
このフォルダの名前を「SDE_BW_DataTargets」に変更します。


	
「プロジェクト」ツリー・ビューで「SAP Demo」プロジェクトを右クリックします。


	
右クリックして「ナレッジ・モジュールのインポート」を選択します。


	
「ファイル・インポート・ディレクトリ」で、BWのKMが格納されているディレクトリを選択します。デフォルトでは、../impexpディレクトリにあります。


	
次に示すKMを選択します。

	
IKM Oracle Incremental Update


	
LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)


	
LKM SAP BW to SQL


	
RKM SAP BW


	
RKM SAP ERP接続テスト





	
「OK」をクリックしてインポートを実行します。












5 データ・モデルのリバース・エンジニアリング


この章では、OracleターゲットおよびSAPソースのデータ・モデルのリバース・エンジニアリングの方法を説明します。

内容は次のとおりです。

	
Oracleターゲットのリバース・エンジニアリング


	
SAP BWソース・データストアのリバース・エンジニアリング






Oracleターゲットのリバース・エンジニアリング

Oracleデータ・モデルをリバース・エンジニアリングするには:

	
デザイナに接続します。


	
「モデル」ツリー・ビューの「モデルの挿入」をクリックします。


	
「定義」タブで、モデルのパラメータを次に示すとおりに入力します。

[image: image018.jpgの説明が続きます]

図image018.jpgの説明



	
「リバース」タブで、「グローバル」コンテキストを選択します。

[image: image020.jpgの説明が続きます]

図image020.jpgの説明



	
「リバース」をクリックし、「OK」をクリックしてモデルを保存します。


	
次に示すように、W_PURCH_DS、W_ACCNT_VENDR_DS、W_GL_ACCOUNT_HIER_DS、W_VENDR_BAL_DS、W_VENDER_CUBE_OBJ_DS、W_OPENHUB_SALES_DS、W_DELTA_DSデータストアがOracleモデルの中に表示されます。

[image: image022.jpgの説明が続きます]

図image022.jpgの説明










SAP BWソース・データストアのリバース・エンジニアリング

SAP BWソース・データ・ターゲットをリバース・エンジニアリングするには、次のタスクを実行する必要があります。

	
データ・モデルの作成


	
SAP接続の検証


	
リバース・エンジニアリング・プロセスの開始




この項の内容は、次のとおりです。

	
SAPメタデータ・ブラウザの使用


	
GUIを使用しないリバース・エンジニアリング






データ・モデルの作成

	
「モデル」ツリー・ビューの「モデルの挿入」をクリックします。


	
「定義」タブで、モデルのパラメータを次に示すとおりに入力します。SAP ABAPテクノロジを選択することと、論理スキーマが作成済であることが必要です(この例ではLOGICAL_SAP_BW論理スキーマ)。

[image: image024.jpgの説明が続きます]

図image024.jpgの説明



	
「リバース」タブで次のとおりに操作します。


	
	
「グローバル」コンテキストを選択します。


	
「カスタマイズ済」オプションを選択します。


	
「SAP BW Demo」プロジェクトにインポートした「RKM SAP Connection Test」を選択します。












SAP接続の検証

	
「モデル」ツリー・ビューで、「SAP BW Source」モデルを開きます。


	
「リバース」をクリックし、リバース・エンジニアリング・プロセスの開始を確認します。このプロセスでは、次の2つのテストが実行されます。

	
SAP BWシステムへのテスト接続を確立し、そして


	
「About」ダイアログを表示することにより、SAP JCoのセットアップが適切であることを検証します





	
数秒後に、次に示すようなSAP JCoの「About」ダイアログが表示されます。

[image: image025.jpgの説明が続きます]

図image025.jpgの説明



JCoバージョン番号を確認し(詳細は「システム要件と動作要件」を参照)、JCoライブラリのパスが指定されていることを確認してください(Windowsの場合は.dll)。このとおりでない場合や、エラー・メッセージがこのダイアログに表示された場合は、SAP JCoパッケージ内の説明を参照してSAP JCoのインストールを見直してから、このテストをもう一度実行してください。




	
注意:

JCoの「About」ダイアログを閉じると、ODIも閉じます。










	
SAP JCoインストールの検証が終了したら、ODIオペレータを開きます。


	
オペレータで、リバース・エンジニアリング・セッションをタスク・レベルまで開きます。


	
SAP接続のテストというタスクが正常に実行済であることを確認します。そうでない場合は、タスクの詳細を表示して接続の問題を特定します。このタスクの出力に「SAPシステムへの接続に成功しました」が含まれている必要があります。そうでない場合は、接続テストは不合格であるため、次に進む前に接続の問題を分析する必要があります。

SAP接続の検証が正常に完了するまでは、次に進まないでください。







	
注意:

ODIとは無関係にSAP接続を検証する場合は、付録C「SAPスタンドアロン接続テスト」を参照してください。














リバース・エンジニアリング・プロセスの開始

SAP BWデータストアのリバース・エンジニアリング・プロセスを開始するには:

	
「モデル」ツリー・ビューで、「SAP BW Source」モデルを開きます。


	
「リバース」タブで次のとおりに操作します。


	
	
「グローバル」コンテキストを選択します。


	
「カスタマイズ済」オプションを選択します。


	
「SAP BW Demo」プロジェクトにインポートした「RKM SAP BW」を選択します。


	
「USE_GUI KM」オプションをYesに設定します。


	
初回RKM使用時のみ: 「SAP_TRANSPORT_LAYER_NAME」を、SAP Basis管理者から指定されたトランスポート・レイヤーの名前に設定します。




	
注意:

「SAP_TRANSPORT_LAYER_NAME」オプションには正しい値を指定するよう、特に注意してください。初回インストール時に無効な値を使用すると、コネクタのインストールが大幅に遅れる原因となります。










	
初回RKM使用時のみ: KMのオプション「SAP_FUNCTION_GROUP_NAME」に対して独自の値を使用する場合は、この機能グループがRKM (ABAP_UPLOAD=true)の初回実行の前に存在していてはなりません。


	
初回RKM使用時のみ: 「UPLOAD_ABAP_CODE」を「Yes」に設定します。初回実行後は、この値を「No」に戻す必要があります。


	
その他のパラメータを、実際のSAP構成に合せて設定します。RKMのオプションの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorアプリケーション・アダプタ・ガイド』を参照してください。
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図image028.jpgの説明






	
「適用」をクリックして、変更を保存します。


	
「リバース」をクリックしてリバース・エンジニアリング・プロセスを開始します。


	
「OK」をクリックします。


	
「セッションを開始しました」ダイアログが表示されます。


	
「OK」をクリックします。


	
UPLOAD_ABAP_CODEの設定をNoに戻します。


	
初回RKM使用時のみ: オペレータで、セッションのステータスが実行中であることを確認します。セッションに失敗した場合は、設定を確認してください。すべてのインストール手順が正常に完了するまでは次に進まないでください。









SAPメタデータ・ブラウザの使用

USE_GUIオプションを「Yes」に設定したので、次に示すように、「SAP BWメタデータ・ブラウザ」にSAPのオブジェクトがツリー・ビューとして表示されます。




	
注意:

次に示すようなダイアログが表示されない場合は、ODIオペレータで詳細を確認し、ログ・ファイル<System Temp Dir>/sap_rkm_bw_<ODI Session Number>.logを見てください。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorアプリケーション・アダプタ・ガイド』の第7.7.4項「ログ・ファイル」を参照してください。









[image: image030.jpgの説明が続きます]
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ツリー・ビュー

SAP BWデータ・ターゲットは、ツリー・ビューとして編成されています。SAP BWシステムで使用可能なSAP BWデータ・ターゲットのみが表示されます。ツリー・ビューを開くと、インフォ・キューブ、インフォ・オブジェクト、ODS/DSO、オープン・ハブが表示されるので、この中からリバース・エンジニアリングの対象とするものを選択します。

ツリー・ビューで選択されたデータ・ターゲットのみがリバース・エンジニアリングされます。

[image: image032.jpgの説明が続きます]

図image032.jpgの説明







「検索」パネル

「検索」オプション・グループでは、ブラウザ内の特定のオブジェクトを次の条件に基づいて検索できます。

	
インフォ・キューブ名


	
インフォ・オブジェクト名


	
ODS/DSO


	
オープン・ハブ




インフォ・キューブのプロジェクトの例では、データ・ターゲット0FIAP_C20を使用します。

	
「名前」フィールドに「0FIAP_C20」と入力します。


	
データ・ターゲットとして「InfoCube」を選択します。


	
「検索」をクリックして、リバース・エンジニアリングするオブジェクトを見つけます。結果がツリー・ビュー内で強調表示されます。


	
「リバース」をクリックします。


	
選択したデータ・ターゲットに対するOracle Data Integratorのリバース・エンジニアリング・プロセスが開始します。リバース・エンジニアリングされたデータ・ターゲットが「モデル」の下に表示されます。


	
ステップ1から5までを実行して、次に示すオブジェクトをリバース・エンジニアリングします。

	
インフォ・キューブ0SD_C04


	
インフォ・オブジェクト0SOLD_TO


	
インフォ・オブジェクト0CREDITOR


	
インフォ・オブジェクト0GL_ACCOUNT


	
ODS/DSO 0BBP_PO


	
オープン・ハブ宛先ZOHD_SALE (/BIC/OHZOHD_SALE)














GUIを使用しないリバース・エンジニアリング

SAP BWメタデータ・ブラウザを使用しないでリバース・エンジニアリングを実行するには、SAP BW KMの中の対応するパラメータを設定します。たとえば、インフォ・キューブの場合は、次に示すパラメータをSAP BW KMのオプションで入力します。

	
USE_GUI: No


	
INFOCUBE_NAME: 0FIAP_C20




このように構成すると、SAP BWメタデータ・ブラウザを表示せずにインフォ・キューブ・データ・ターゲットがリバース・エンジニアリングされます。

適切なKMオプションを使用すると、リバース・エンジニアリングするデータ・ターゲットのフィルタを、たとえばインフォ・オブジェクト、ODS/DSOまたはオープン・ハブ表に基づいて選択することもできます。

RKMのオプションの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorアプリケーション・アダプタ・ガイド』を参照してください。




	
注意:

SAP BWデータ・ターゲット内のデータをOracle Data Integratorから表示することはできません。










SAP BWデータ・ターゲットをリバース・エンジニアリングしたときに行われる処理

最初に、Oracle Data IntegratorによってABAPコードがSAP BWシステムにアップロードされます。これで、SAP BWデータ・ターゲットのメタデータを取り出せるようになります。このRFCがアップロードされるのは、UPLOAD_ABAP_CODEオプションが選択されている場合のみです(このオプションは一般的に、1回だけアクティブ化されます)。ABAPのプログラムが、SAP_FUNCTION_GROUP_NAME RKMオプションで指定されたSAP機能グループ内で生成されます。

このコードがSAP BW上でセットアップされた後は、Oracle Data IntegratorがSAP BWメタデータを取り出してSAP BWメタデータ・ブラウザに表示できるようになります。選択されたメタデータがSAP BWからリバース・エンジニアリングされて、Oracle Data Integratorリポジトリに出力されます。このリポジトリに格納されているのは、SAP BWのメタデータの説明のみであり、データは一切格納されていません。

データ・ターゲットの定義が整理されて、ユーザーにわかりやすいように情報が付加されることに加えて、キー定義も取り出されます。Oracle Data Integratorに表示されるモデルは、SAP BWモデルに対して統合タスクを実行するのに必要なすべての情報を表しています。











6 統合インタフェースの作成と実行


この章では、統合インタフェースを作成して実行する方法を説明します。

内容は次のとおりです。

	
統合インタフェースの作成


	
統合インタフェースの実行






統合インタフェースの作成

ODIソースおよびターゲットのデータ・モデルの作成が完了したので、次に示すSAP BWデータ・ターゲットからデータを抽出するためのODIインタフェースを作成できます。

	
インフォ・キューブ0FIAP_C20データ・ターゲットをW_VENDR_BAL_DS Oracle表に。


	
インフォ・オブジェクト0CREDITORデータ・ターゲットをW_ACCNT_VENDR_DS Oracle表に。


	
インフォ・オブジェクト0GL_ACCOUNTの階層データをW_GL_ACCOUNT_HIER_DS Oracle表に。


	
インフォ・オブジェクト0GL_ACCOUNTの間隔階層データをTARGET_INTERVAL_HIERARCHY Oracle表に。


	
ODS/DSO 0BBP_POデータ・ターゲットをW_PURCH_DS Oracle表に。


	
インフォ・キューブ0FIAP_C20およびインフォ・オブジェクト0CREDITORのデータ・ターゲット結合をW_VENDER_CUBE_OBJ_DS Oracle表に。


	
IC 0SD_C04 / IO 0SOLD_TOのインフォ・キューブおよびナビゲーション属性データをTARGET_NAVIGATIONAL_ATTRIBUTES Oracle表に。


	
オープン・ハブ宛先ZOHD_SALE (/BIC/OHZOHD_SALE)をW_OPENHUB_SALES_DS Oracle表に。


	
デルタ抽出は、インフォ・オブジェクトを除く、前述のどのインタフェースに対しても実行できます。データ抽出の実行方法は、第7章「デルタ抽出のパッケージの作成」を参照してください。




統合インタフェースを作成するには、次のステップを実行します。

	
インフォ・キューブの抽出


	
インフォ・オブジェクトの抽出


	
インフォ・オブジェクト階層の抽出


	
インフォ・オブジェクト間隔階層の抽出


	
ODS/DSOの抽出


	
インフォ・キューブおよび関連インフォ・オブジェクトの抽出


	
インフォ・キューブの抽出(ナビゲーション属性あり)


	
オープン・ハブの抽出






インフォ・キューブの抽出

この項では、インフォ・キューブ0FIAP_C20データ・ターゲットを表すSAP BWソース・モデルからW_VENDR_BAL_DS Oracleターゲット・モデルにデータをロードするための統合インタフェースをODI内に作成する方法を説明します。



インタフェースの作成

インタフェースを作成するには:

	
デザイナを開きます。


	
「プロジェクト」ツリー・ビューで「SAP BW Demo」プロジェクトを開きます。


	
「SAP_BW_DataTargets」フォルダを開きます。


	
「インタフェース」ノードを選択します。


	
右クリックして「インタフェースの挿入」を選択します。


	
インタフェースの「定義」タブで、インタフェースの名前を「InfoCube_SAP_BW_VendorBal.W_VENDR_BAL_DS」と入力します。


	
「ダイアグラム」タブを選択します。


	
次に示す情報ウィンドウが表示された場合は、「OK」をクリックします。

[image: image034.jpgの説明が続きます]

図image034.jpgの説明





インタフェースのダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image036.jpgの説明が続きます]

図image036.jpgの説明







ソースおよびターゲットのデータストアの定義

ソースおよびターゲットのデータストアを定義するには:

	
「モデル」ツリー・ビューで、「Oracle_Target」モデルの「W_VENDR_BAL_DS」データストアを選択します。


	
このデータストアを「ターゲット・データストア」パネル(「ダイアグラム」タブの右の領域)までドラッグします。これで、このパネルは次のように表示されます。[image: image038.jpgの説明が続きます]

図image038.jpgの説明





	
「モデル」ツリー・ビューで、「SAP BW Source」モデルの「0FIAP_C20 Vendor Balances」データストアを選択します。


	
このデータストアを「ソース」ダイアグラム・パネル(「ダイアグラム」タブの左の領域)までドラッグします。


	
「自動マッピングを実行しますか。」というポップアップ・ウィンドウが表示された場合は、「いいえ」をクリックします。


	
「ソース」のダイアグラムは次のように表示されます。[image: image039.jpgの説明が続きます]

図image039.jpgの説明












マッピングの作成

ターゲット・データストアのマッピングを作成するには:

	
ターゲット・データストアの「0COMP_CODE」列を選択します。


	
「0FIAP_C20 Vendor Balances」ソース・データ・ターゲットの「IOPK_0FIAP_C201_0COMP_CODE_PK_COMP_CODE」列を「プロパティ」パネルの「実装」フィールドまでドラッグします。


	
「実行日」が「ソース」に設定されていることを確認してください。マッピングは次のようになります。[image: image041.jpgの説明が続きます]

図image041.jpgの説明





	
この操作を繰り返して、次に示す単純マッピングを実行します。

	
W_VENDR_BAL_DS.OCREDITOR = 0FIAP_C20.IOPK_0FIAP_C202_0CREDITOR_PK_VENDOR


	
W_VENDR_BAL_DS.ORC ACCOUNT = 0FIAP_C20.IOPK_0FIAP_C202_0RC_ACCOUNT_PK_GL_ACCOUNT


	
W_VENDR_BAL_DS.TOTAL DEBIT POSTING = 0FIAP_C20.KF_0DEBIT


	
W_VENDR_BAL_DS.TOTAL CREDIT POSTING - 0FIAP_C20.KF_0DEBIT


	
W_VENDR_BAL_DS.CUMULATIVE BALANCE - 0FIAP_C20.KF_0BALANCE












インタフェース・フローの定義

インタフェース・フローを定義するには:

	
「フロー」タブを選択します。「フロー」のダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image043.jpgの説明が続きます]

図image043.jpgの説明



	
インフォ・キューブ0FIAP_C20データ・ターゲットが格納されているソース・セット「SS_0 (SAP_BW)」を選択します。このソース・セットが表すソース・データセットは、SAP BWデータ・ターゲットで構成されています。


	
「LKMの選択」ボックスで、「LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)」または「LKM SAP BW to SQL」を選択します。


	
「ターゲット/ステージング領域」ボックスを選択します。これは、ターゲットOracleデータベースを表し、このインタフェースのステージング領域としても使用されます。


	
「LKMの選択」で、「LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)」を選択します。


	
「IKMの選択」で、「IKM Oracle Incremental Update」を選択します。


	
IKMのオプションを次のとおりに設定します。

	
「FLOW_CONTROL」オプションには「No」を選択します。


	
その他のオプションはそのままにします。フローは次のようになります。

[image: image045.jpgの説明が続きます]

図image045.jpgの説明






	
「OK」をクリックしてインタフェースを保存して閉じます。











インフォ・オブジェクトの抽出

この項では、インフォ・オブジェクト0CREDITORデータ・ターゲットを表すSAP BWソース・モデルからW_ACCNT_VENDR_DS Oracleターゲット・モデルにデータをロードするための統合インタフェースをODI内に作成する方法を説明します。



インタフェースの作成

	
デザイナを開きます。


	
「プロジェクト」ツリー・ビューで「SAP BW Demo」プロジェクトを開きます。


	
「SAP_BW_DataTargets」フォルダを開きます。


	
「インタフェース」ノードを選択します。


	
右クリックして「インタフェースの挿入」を選択します。


	
インタフェースの「定義」タブで、インタフェースの名前を「InfoObject_SAP_BW_VendorAcc.W_ACCNT_VENDR_DS」と入力します。


	
「ダイアグラム」タブを選択します。


	
次に示す情報ウィンドウが表示された場合は、「OK」をクリックします。[image: image034.jpgの説明が続きます]

図image034.jpgの説明




インタフェースのダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image046.jpgの説明が続きます]

図image046.jpgの説明










ソースおよびターゲットのデータストアの定義

ソースおよびターゲットのデータストアを定義するには:

	
「モデル」ツリー・ビューで、「Oracle_Target」モデルの「W_ACCNT_VENDR_DS」データストアを選択します。


	
このデータストアを「ターゲット・データストア」パネル(「ダイアグラム」タブの右の領域)までドラッグします。これで、このパネルは次のように表示されます。[image: image048.jpgの説明が続きます]

図image048.jpgの説明





	
「モデル」ツリー・ビューで、インフォ・オブジェクトのメイン表「0CREDITOR Vendor」データストアを「SAP BW Source」モデルから選択します。


	
このデータストアを「ソース」ダイアグラム・パネル(「ダイアグラム」タブの左の領域)までドラッグします。


	
「自動マッピングを実行しますか。」というポップアップ・ウィンドウが表示された場合は、「いいえ」をクリックします。


	
同じ操作を、「SAP BW Source」モデルにあるインフォ・オブジェクト・テキスト表「TXT_0CREDITOR Texts: Char. Vendor」データストアに対して実行します。

「ソース」のダイアグラムは次のように表示されます。[image: image050.jpgの説明が続きます]

図image050.jpgの説明












インフォ・オブジェクトのメイン表とテキスト表の間の結合の定義

インタフェース内でインフォ・オブジェクトのメイン表とテキスト表のソース・データストア間の結合を作成するには:

	
「ソース」ダイアグラムでインフォ・オブジェクトのテキスト表「TXT_0CREDITOR Texts: Char. Vendor」をドラッグしたときに、インフォ・オブジェクトのメイン表データストア「0CREDITOR Vendor」のvendor列とインフォ・オブジェクトのテキスト表「TXT_0CREDITOR Texts: Char. Vendor」のVendor列に、自動的に結合が作成されます。これによって、最初の結合が次に示すように「vendor」キー識別子上に定義されます。

[image: image052.jpgの説明が続きます]

図image052.jpgの説明



	
次に示すように、「プロパティ」パネルで「順序付き結合」を選択し、この結合が「ソース」に対して実行されることを確認します。

[image: image054.jpgの説明が続きます]

図image054.jpgの説明



	
メイン表0CREDITORの表番号がテキスト表TXT_0CREDITORの番号よりも小さいことを確認してください。1:n関係では、親表が結合の最初に指定されている必要があります。


	
結合タイプを左側外部結合に変更します(0CREDITORのすべての行と、TXT_0CREDITORにある一致する行)。









マッピングの作成

ターゲット・データストアのマッピングを作成するには:

	
ターゲット・データストアの「0COMP_CODE」列を選択します。


	
「0FIAP_C20 Vendor Balances」ソース・データ・ターゲットの「IOPK_0FIAP_C201_0COMP_CODE_PK_COMP_CODE」列を「プロパティ」パネルの「実装」フィールドまでドラッグします。


	
「実行日」が「ソース」に設定されていることを確認してください。マッピングは次のようになります。

[image: image056.jpgの説明が続きます]

図image056.jpgの説明



	
この操作を繰り返して、次に示す単純マッピングを実行します。

	
W_ACCNT_VENDR_DS.PCOMPANY = 0CREDITOR.PCOMPANY


	
W_ACCNT_VENDR_DS.PHONE = 0CREDITOR.PHONE


	
W_ACCNT_VENDR_DS.PLANT = 0CREDITOR.PLANT


	
W_ACCNT_VENDR_DS.STREET = 0CREDITOR.STREET


	
W_ACCNT_VENDR_DS.MED_DESC = TXT_0CREDITOR.TXTMD












インタフェース・フローの定義

インタフェース・フローを定義するには:

	
「フロー」タブを選択します。「フロー」のダイアグラムは次のように表示されます。[image: image058.jpgの説明が続きます]

図image058.jpgの説明





	
インフォ・オブジェクトのメイン表0CREDITORとテキスト表TXT_0CREDITORの両方が格納されているソース・セット「SS_0 (SAP_BW)」を選択します。このソース・セットが表すソース・データセットは、インフォ・オブジェクトのメイン表とテキスト表を結合したSAP BWデータ・ターゲットで構成されています。


	
「LKMの選択」ボックスで、「LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)」または「LKM SAP BW to SQL」を選択します。


	
「ターゲット/ステージング領域」ボックスを選択します。これは、ターゲットOracleデータベースを表し、このインタフェースのステージング領域としても使用されます。


	
「IKMの選択」で、「IKM Oracle Incremental Update」を選択します。


	
IKMのオプションを次のとおりに設定します。

	
「FLOW_CONTROL」オプションには「No」を選択します。


	
その他のオプションはそのままにします。フローは次のようになります。[image: image060.jpgの説明が続きます]

図image060.jpgの説明








	
「OK」をクリックしてインタフェースを保存して閉じます。











インフォ・オブジェクト階層の抽出

この項では、インフォ・オブジェクト0GL_ACCOUNTデータ・ターゲットの階層データを表すSAP BWソース・モデルからW_GL_ACCOUNT_HIER_DS Oracleターゲット・モデルにデータをロードするための統合インタフェースをODI内に作成する方法を説明します。



インタフェースの作成

	
デザイナを開きます。


	
「プロジェクト」ツリー・ビューで「SAP BW Demo」プロジェクトを開きます。


	
「SAP_BW_DataTargets」フォルダを開きます。


	
「インタフェース」ノードを選択します。


	
右クリックして「インタフェースの挿入」を選択します。


	
インタフェースの「定義」タブで、インタフェースの名前を「InfoObject_SAP_BW_GlAccount.W_GL_ACCOUNT_HIER_DS」と入力します。


	
「ダイアグラム」タブを選択します。


	
次に示す情報ウィンドウが表示された場合は、「OK」をクリックします。[image: image034.jpgの説明が続きます]

図image034.jpgの説明




インタフェースのダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image061.jpgの説明が続きます]

図image061.jpgの説明










ソースおよびターゲットのデータストアの定義

ソースおよびターゲットのデータストアを定義するには:

	
「モデル」ツリー・ビューで、「Oracle_Target」モデルの「W_GL_ACCOUNT_DS」データストアを選択します。


	
このデータストアを「ターゲット・データストア」パネル(「ダイアグラム」タブの右の領域)までドラッグします。これで、このパネルは次のように表示されます。

[image: image063.jpgの説明が続きます]

図image063.jpgの説明



	
「モデル」ツリー・ビューで、「SAP BW Source」モデルにあるインフォ・オブジェクトの階層表「HIER_0GL_ACCOUNT」データストアを選択します。


	
このデータストアを「ソース」ダイアグラム・パネル(「ダイアグラム」タブの左の領域)までドラッグします。


	
「自動マッピングを実行しますか。」というポップアップ・ウィンドウが表示された場合は、「いいえ」をクリックします。


	
RSHIENMソース列に対するフィルタ条件「HIER_0GL_ACCOUNT.RSHHIENM = 'ACI1'」を追加します。

ACI1は、0GL_ACCOUNTに対して定義されている階層の名前です。定義済の階層のリストは、階層データストアを開いたときに表示されます。

[image: image065.jpgの説明が続きます]

図image065.jpgの説明



	
フィルタ条件を追加した後は、「ソース」ダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image067.gifの説明が続きます]

image067.gifの説明










マッピングの作成

ターゲット・データストアのマッピングを作成するには:

	
ターゲット・データストアの「HIER_NAME」列を選択します。


	
「HIER_0GL_ACCOUNT」ソース・データ・ターゲットの「RSHIENM」列を「プロパティ」パネルの「実装」フィールドまでドラッグします。


	
「実行日」が「ソース」に設定されていることを確認してください。マッピングは次のようになります。

[image: image068.jpgの説明が続きます]

図image068.jpgの説明



	
この操作を繰り返して、次に示す単純マッピングを実行します。

	
W_GL_ACCOUNT_HIER_DS.NODEID = HIER_0GL_ACCOUNT.NODEID


	
W_GL_ACCOUNT_HIER_DS.INFOOBJECT_NAME = HIER_0GL_ACCOUNT.IOBJNM


	
W_GL_ACCOUNT_HIER_DS.NODENAME = HIER_0GL_ACCOUNT.NODENAME


	
W_GL_ACCOUNT_HIER_DS.TLEVEL = HIER_0GL_ACCOUNT.TLEVEL


	
W_GL_ACCOUNT_HIER_DS.PARENTID = HIER_0GL_ACCOUNT.PARENTID


	
W_GL_ACCOUNT_HIER_DS.CHILDID = HIER_0GL_ACCOUNT.CHILDID


	
W_GL_ACCOUNT_HIER_DS.NEXTID = HIER_0GL_ACCOUNT.NEXTID












インタフェース・フローの定義

インタフェース・フローを定義するには:

	
「フロー」タブを選択します。「フロー」ダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image070.jpgの説明が続きます]

図image070.jpgの説明



	
インフォ・オブジェクトのメイン表0CREDITORとテキスト表TXT_0CREDITORの両方が格納されているソース・セット「SS_0 (SAP_BW)」を選択します。このソース・セットが表すソース・データセットは、インフォ・オブジェクトのメイン表とテキスト表を結合したSAP BWデータ・ターゲットで構成されています。


	
「LKMの選択」ボックスで、「LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)」または「LKM SAP BW to SQL」を選択します。


	
「ターゲット/ステージング領域」ボックスを選択します。これは、ターゲットOracleデータベースを表し、このインタフェースのステージング領域としても使用されます。


	
「IKMの選択」で、「IKM Oracle Incremental Update」を選択します。


	
IKMのオプションを次のとおりに設定します。

	
「FLOW_CONTROL」オプションには「No」を選択します。


	
その他のオプションはそのままにします。





	
「OK」をクリックしてインタフェースを保存して閉じます。











インフォ・オブジェクト間隔階層の抽出

この項では、インフォ・オブジェクト、および間隔階層が格納されているインフォ・オブジェクト階層表からデータを抽出する方法を説明します。データはインフォ・オブジェクト0GL_ACCOUNTとインフォ・オブジェクト階層表HIER_0GL_ACCOUNTから抽出されます。



インタフェースの作成

	
デザイナを開きます。


	
「プロジェクト」ツリー・ビューで「SAP BW Demo」プロジェクトを開きます。


	
「SAP_BW_DataTargets」フォルダを開きます。


	
「インタフェース」ノードを選択します。


	
右クリックして「インタフェースの挿入」を選択します。


	
インタフェースの「定義」タブで、インタフェースの名前を「InfoObject_InfoObjectHierarchy_join.0GL_ACCOUNT」と入力します。


	
「ダイアグラム」タブを選択します。









ソースおよびターゲットのデータストアの定義

ソースおよびターゲットのデータストアを定義するには:

	
「モデル」ツリー・ビューで、Oracle_Target Model W_SD_DELIVERY_CUBE_SOLDTOの「TARGET_INTERVAL_HIERARCHY」データストアを選択します。


	
このデータストアを「ターゲット・データストア」パネル(「ダイアグラム」タブの右の領域)までドラッグします。これで、このパネルは次のように表示されます。

[image: HierachyInfoobject_html_m1671e86c.pngの説明が続きます]

図HierachyInfoobject_html_m1671e86c.pngの説明



	
「モデル」ツリー・ビューで、「SAP BW Source」モデルのインフォ・オブジェクト「0GL_ACCOUNT」を選択します。


	
このデータストアを「ソース」ダイアグラム・パネル(「ダイアグラム」タブの左の領域)までドラッグします。


	
「自動マッピングを実行しますか。」というポップアップ・ウィンドウが表示された場合は、「いいえ」をクリックします。


	
同じ操作を、「SAP BW Source」モデルにあるインフォ・オブジェクト階層表「HIER_0GL_ACCOUNT」データストアに対して実行します。「ソース」のダイアグラムは次のように表示されます。

[image: HierachyInfoobject_html_m1544e8c9.pngの説明が続きます]

図HierachyInfoobject_html_m1544e8c9.pngの説明










ソース間の結合の定義(インフォ・オブジェクト・メイン表とインフォ・オブジェクト階層表)

インフォ・オブジェクトとインフォ・オブジェクト階層表の間の結合はODIによって自動的に追加されることがありますが、状況によっては、複数の結合が作成されることがあります。たとえば、同じインフォ・オブジェクトが2回以上、それぞれ異なる特性で参照されているときです。このような不要な結合を削除する必要があります。

ソース側フィルタをRSHIENMとVERSIONに適用します。

[image: HierachyInfoobject_html_m712df372.pngの説明が続きます]

図HierachyInfoobject_html_m712df372.pngの説明



[image: HierachyInfoobject_html_m78db267b.pngの説明が続きます]

図HierachyInfoobject_html_m78db267b.pngの説明



結合の追加: すべての結合はステージング領域で実行する必要があります。ソースではありません。

結合式は次のようになります。

[image: HierachyInfoobject_html_287a41c0.pngの説明が続きます]

図HierachyInfoobject_html_287a41c0.pngの説明



最終的な結合とフィルタのセットアップは、次のようになります。

[image: HierachyInfoobject_html_9cc0776.pngの説明が続きます]

図HierachyInfoobject_html_9cc0776.pngの説明







マッピングの作成

ターゲット・データストアのマッピングを作成するには:

	
「HIER_0GL_ACCOUNT Delivery service」ソース・データ・ターゲットの「HIER_0GL_ACCOUNT.NODEID」列を「プロパティ」パネルの「実装」フィールドまでドラッグします。


	
「実行日」が「ソース」に設定されていることを確認してください。マッピングは次のようになります。

[image: HierachyInfoobject_html_24993572.pngの説明が続きます]

図HierachyInfoobject_html_24993572.pngの説明



	
この操作を繰り返して、次に示す単純マッピングを実行します。

[image: HierachyInfoobject_html_317ab3ac.pngの説明が続きます]

図HierachyInfoobject_html_317ab3ac.pngの説明










インタフェース・フローの定義

インタフェース・フローを定義するには:

	
「フロー」タブを選択し、すべてのODIソース・セットで「LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)」または「LKM SAP BW to SQL」が設定されていることを確認します。「フロー」のダイアグラムは次のように表示されます。


	
すべてのODIソース・セットで「LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)」または「LKM SAP BW to SQL」が設定されていることを確認します。

[image: HierachyInfoobject_html_61501ab6.pngの説明が続きます]

図HierachyInfoobject_html_61501ab6.pngの説明



	
ODIの「ターゲット/ステージング領域」で、「IKM SQL Control Append」が設定されていることを確認します。

[image: HierachyInfoobject_html_6da09fb8.pngの説明が続きます]

図HierachyInfoobject_html_6da09fb8.pngの説明



	
インタフェースを実行します。データがターゲット・データストアに移入されていることを確認します。











ODS/DSOの抽出

この項では、ODS/DSO 0BBP_POデータ・ターゲットを表すSAP BWソース・モデルからW_PURCH_DS Oracleターゲット・モデルにデータをロードするための統合インタフェースをODI内に作成する方法を説明します。



インタフェースの作成

	
デザイナを開きます。


	
「プロジェクト」ツリー・ビューで「SAP BW Demo」プロジェクトを開きます。


	
「SAP_BW_DataTargets」フォルダを開きます。


	
「インタフェース」ノードを選択します。


	
右クリックして「インタフェースの挿入」を選択します。


	
インタフェースの「定義」タブで、インタフェースの名前を「ODS_SAP_BW_PurchOrdl.W_PURCH_DS」と入力します。


	
「ダイアグラム」タブを選択します。


	
次に示す情報ウィンドウが表示された場合は、「OK」をクリックします。

[image: image034.jpgの説明が続きます]

図image034.jpgの説明



インタフェースのダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image071.jpgの説明が続きます]

図image071.jpgの説明










ソースおよびターゲットのデータストアの定義

ソースおよびターゲットのデータストアを定義するには:

	
「モデル」ツリー・ビューで、「Oracle_Target」モデルの「W_PURCH_DS」データストアを選択します。


	
このデータストアを「ターゲット・データストア」パネル(「ダイアグラム」タブの右の領域)までドラッグします。これで、このパネルは次のように表示されます。[image: image073.jpgの説明が続きます]

図image073.jpgの説明





	
「モデル」ツリー・ビューで、「SAP BW Source」モデルの「0BBP_PO Purchase Order - Single Documents」データストアを選択します。


	
このデータストアを「ソース」ダイアグラム・パネル(「ダイアグラム」タブの左の領域)までドラッグします。


	
「自動マッピングを実行しますか。」というポップアップ・ウィンドウが表示された場合は、「いいえ」をクリックします。


	
「ソース」のダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image075.jpgの説明が続きます]

図image075.jpgの説明










マッピングの作成

ターゲット・データストアのマッピングを作成するには:

	
ターゲット・データストアの「PO_GUIDE」列を選択します。


	
「0BBP_PO Purchase Order - Single Documents」ソース・データ・ターゲットの「BBP_POGUID」列を「プロパティ」パネルの「実装」フィールドまでドラッグします。


	
「実行日」が「ソース」に設定されていることを確認してください。マッピングは次のようになります。[image: image077.jpgの説明が続きます]

図image077.jpgの説明





	
この操作を繰り返して、次に示す単純マッピングを実行します。

	
W_PURCH_DS.ORDER_ITEM_GUID = 0BBP_PO.BBP_POITGU


	
W_PURCH_DS.ACC_ASS_GUID = 0BBP_PO.BBP_ACGUID


	
W_PURCH_DS.GUIDE_CONTRCT = 0BBP_PO.BBP_CTGUID


	
W_PURCH_DS.ORDER_QUANT = 0BBP_PO.BBP_ASPQOU


	
W_PURCH_DS.NET_PRICE = 0BBP_PO.BBP_NETPRC


	
W_PURCH_DS.PRICE_UNIT = 0BBP_PO.BBP_PRCUNT


	
W_PURCH_DS.NO_OF_PURCH_ODR = 0BBP_PO.BBP_POCT












インタフェース・フローの定義

インタフェース・フローを定義するには:

	
「フロー」タブを選択します。「フロー」のダイアグラムは次のように表示されます。[image: image079.jpgの説明が続きます]

図image079.jpgの説明





	
ODS/DSO 0BBP_POデータ・ターゲットが格納されているソース・セット「SS_0 (SAP_BW)」を選択します。このソース・セットが表すソース・データセットは、SAP BWデータ・ターゲットで構成されています。


	
「LKMの選択」ボックスで、「LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)」または「LKM SAP BW to SQL」を選択します。


	
「ターゲット/ステージング領域」ボックスを選択します。これは、ターゲットOracleデータベースを表し、このインタフェースのステージング領域としても使用されます。


	
「IKMの選択」で、「IKM Oracle Incremental Update」を選択します。


	
IKMのオプションを次のとおりに設定します。

	
「FLOW_CONTROL」オプションには「No」を選択します。


	
その他のオプションはそのままにします。フローは次のようになります。

[image: image081.jpgの説明が続きます]

図image081.jpgの説明






	
「OK」をクリックしてインタフェースを保存して閉じます。











インフォ・キューブおよび関連インフォ・オブジェクトの抽出

この項では、インフォ・キューブ0FIAP_C20とインフォ・オブジェクト0CREDITORのデータ・ターゲット結合を表すSAP BWソース・モデルからW_VENDER_CUBE_OBJ_DS Oracleターゲット・モデルにデータをロードするための統合インタフェースをODI内に作成する方法を説明します。



インタフェースの作成

	
デザイナを開きます。


	
「プロジェクト」ツリー・ビューで「SAP BW Demo」プロジェクトを開きます。


	
「SAP_BW_DataTargets」フォルダを開きます。


	
「インタフェース」ノードを選択します。


	
右クリックして「インタフェースの挿入」を選択します。


	
インタフェースの「定義」タブで、インタフェースの名前を「InfoCube_InfoObject_join.W_VENDER_CUBE_OBJ_DS」と入力します。


	
「ダイアグラム」タブを選択します。


	
次に示す情報ウィンドウが表示された場合は、「OK」をクリックします。

[image: image034.jpgの説明が続きます]

図image034.jpgの説明



インタフェースのダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image082.jpgの説明が続きます]

図image082.jpgの説明










ソースおよびターゲットのデータストアの定義

ソースおよびターゲットのデータストアを定義するには:

	
「モデル」ツリー・ビューで、「Oracle_Target」モデルの「W_VENDER_CUBE_OBJ_DS」データストアを選択します。


	
このデータストアを「ターゲット・データストア」パネル(「ダイアグラム」タブの右の領域)までドラッグします。これで、このパネルは次のように表示されます。

[image: image084.jpgの説明が続きます]

図image084.jpgの説明



	
「モデル」ツリー・ビューで、「SAP BW Source」モデルのインフォ・キューブ「0FIAP_C20 Vendor Balances」データストアを選択します。


	
このデータストアを「ソース」ダイアグラム・パネル(「ダイアグラム」タブの左の領域)までドラッグします。


	
「自動マッピングを実行しますか。」というポップアップ・ウィンドウが表示された場合は、「いいえ」をクリックします。


	
同じ操作を、「SAP BW Source」モデルにあるインフォ・オブジェクトのメイン表「0CREDITOR Vendor」とテキスト表「TXT_0CREDITOR Texts: Char. Vendor」データストアに対して実行します。




「ソース」のダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image086.jpgの説明が続きます]

図image086.jpgの説明







ソース間の結合の定義(インフォ・キューブとインフォ・オブジェクト)

同じインタフェースのソース・データストア間に結合を作成するには:

	
「ソース」のダイアグラムで、インフォ・キューブ「0FIAP_C20 Vendor Balances」データストアの「IOPK_0FIAP_C202_0CREDITOR_PK_VENDOR」列をインフォ・オブジェクトのメイン表「0CREDITOR Vendor」の「VENDOR」列までドラッグします。これによって、最初の結合が次に示すように「Vendor」キー識別子上に定義されます。

[image: image088.jpgの説明が続きます]

図image088.jpgの説明



	
「プロパティ」パネルに、「0FIAP_C20.IOPK_0FIAP_C202_0CREDITOR_PK_VENDOR=0CREDITOR.VENDOR」という結合句が表示されます。


	
次に示すように、「プロパティ」パネルで「順序付き結合」を選択し、この結合が「ソース」に対して実行されることを確認します。

[image: image090.jpgの説明が続きます]

図image090.jpgの説明



	
0FIAP_C20の表番号が0CREDITORの番号よりも小さいことを確認します。1:n関係では、親データ・ターゲットが結合の最初に指定されている必要があります。


	
0FIAP_C20と0CREDITORとの結合を左側外部結合に変更します(0FIAP_C20のすべての行と、0CREDITORにある一致する行)。


	
0CREDITORとTXT_0CREDITORとの結合を左側外部結合に変更します(0CREDITORのすべての行と、TXT_0CREDITORにある一致する行)。









マッピングの作成

ターゲット・データストアのマッピングを作成するには:

	
ターゲット・データストアの「COMP_CODE」列を選択します。


	
「0FIAP_C20 Vendor Balances」ソース・データ・ターゲットの「IOPK_0FIAP_C201_0COMP_CODE_PK_COMP_CODE」列を「プロパティ」パネルの「実装」フィールドまでドラッグします。


	
「実行日」が「ソース」に設定されていることを確認してください。マッピングは次のようになります。

[image: image091.jpgの説明が続きます]

図image091.jpgの説明



	
この操作を繰り返して、次に示す単純マッピングを実行します。

	
W_VENDER_CUBE_OBJ_DS.VENDOR = 0FIAP_C20.IOPK_0FIAP_C202_0CREDITOR_PK_VENDOR


	
W_VENDER_CUBE_OBJ_DS.GL_ACCOUNT = 0FIAP_C20.IOPK_0FIAP_C202_0RC_ACCOUNT_PK_GL_ACCOUNT


	
W_VENDER_CUBE_OBJ_DS.SALES_FOR_PERIOD = 0FIAP_C20.KF_0SALES


	
W_VENDER_CUBE_OBJ_DS.CUM_BALANCE = 0FIAP_C20.KF_0BALANCE


	
W_VENDER_CUBE_OBJ_DS.PLANT = 0CREDITOR.PLANT


	
W_VENDER_CUBE_OBJ_DS.MEDIUM_DESC = TXT_0CREDITOR.TXTMD












インタフェース・フローの定義

インタフェース・フローを定義するには:

	
「フロー」タブを選択します。「フロー」のダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image093.jpgの説明が続きます]

図image093.jpgの説明



	
インフォ・キューブとインフォ・オブジェクトの両方の表が格納されているソース・セット「SS_0 (SAP_BW)」を選択します。このソース・セットが表すソース・データセットは、結合された2つのSAP BWデータ・ターゲットで構成されています。


	
「LKMの選択」ボックスで、「LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)」または「LKM SAP BW to SQL」を選択します。


	
「ターゲット/ステージング領域」ボックスを選択します。これは、ターゲットOracleデータベースを表し、このインタフェースのステージング領域としても使用されます。


	
「IKMの選択」で、「IKM Oracle Incremental Update」を選択します。


	
IKMのオプションを次のとおりに設定します。

	
「FLOW_CONTROL」オプションには「No」を選択します。


	
その他のオプションはそのままにします。フローは次のようになります。

[image: image095.jpgの説明が続きます]

図image095.jpgの説明






	
「OK」をクリックしてインタフェースを保存して閉じます。











インフォ・キューブの抽出(ナビゲーション属性あり)

この項では、SAPインフォ・キューブおよびそのナビゲーション属性からデータをロードするための統合インタフェースをODI内に作成する方法を説明します。データは、インフォ・キューブ0SD_C04とインフォ・オブジェクト0SOLD_TOから抽出されます。



インタフェースの作成

	
デザイナを開きます。


	
「プロジェクト」ツリー・ビューで「SAP BW Demo」プロジェクトを開きます。


	
「SAP_BW_DataTargets」フォルダを開きます。


	
「インタフェース」ノードを選択します。


	
右クリックして「インタフェースの挿入」を選択します。


	
インタフェースの「定義」タブで、インタフェースの名前を「InfoCube_InfoObject_Nav_join.0SD_C04」と入力します。


	
「ダイアグラム」タブを選択します。









ソースおよびターゲットのデータストアの定義

ソースおよびターゲットのデータストアを定義するには:

	
「モデル」ツリー・ビューで、Oracleターゲット・モデル「W_SD_DELIVERY_CUBE_SOLDTO」の「0SD_C04」データストアを選択します。


	
このデータストアを「ターゲット・データストア」パネル(「ダイアグラム」タブの右の領域)までドラッグします。次に示すパネルが表示されます。

[image: image097.jpgの説明が続きます]

図image097.jpgの説明



	
「モデル」ツリー・ビューで、「SAP BW Source」モデルのインフォ・キューブ「0SD_C04 Delivery service」データストアを選択します。


	
このデータストアを「ソース」ダイアグラム・パネル(「ダイアグラム」タブの左の領域)までドラッグします。


	
「自動マッピングを実行しますか。」というポップアップ・ウィンドウが表示された場合は、「いいえ」をクリックします。


	
同じ操作を、「SAP BW Source」モデルにあるインフォ・オブジェクト・メイン表「0SOLD_TO Customer」データストアに対して実行します。

「ソース」のダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image099.jpgの説明が続きます]

図image099.jpgの説明










ソース間の結合の定義(インフォ・キューブとインフォ・オブジェクト)

インフォ・キューブとインフォ・オブジェクトの間の結合はODIによって自動的に追加されますが、状況によっては、複数の結合が作成されることがあります。たとえば、同じインフォ・オブジェクトが2回以上、それぞれ異なる特性で参照されているときです。このような不要な結合を削除する必要があります。

結合式を使用した最終的な結合セットアップは次のようになります。

[image: image101.jpgの説明が続きます]

図image101.jpgの説明



ナビゲーション属性を取り出すためのインフォ・オブジェクト結合はすべて、ステージング領域で実行する必要があります。ソースではありません。

[image: image103.jpgの説明が続きます]

図image103.jpgの説明







マッピングの作成

ターゲット・データストアのマッピングを作成するには:

	
「0SD_C041 Delivery service」ソース・データ・ターゲットの「0SD_C04.IOPK_0SD_C041_0SOLD_TO_PK_CUSTOMER」列を「プロパティ」パネルの「実装」フィールドまでドラッグします。


	
「実行日」が「ソース」に設定されていることを確認してください。マッピングは次のようになります。

[image: image105.jpgの説明が続きます]

図image105.jpgの説明



	
この操作を繰り返して、次に示す単純マッピングを実行します。

[image: image107.jpgの説明が続きます]

図image107.jpgの説明










インタフェース・フローの定義

インタフェース・フローを定義するには:

	
「フロー」タブを選択し、すべてのODIソース・セットで「LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)」が設定されていることを確認します。「フロー」のダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image109.jpgの説明が続きます]

図image109.jpgの説明



	
すべてのODIソース・セットで「LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)」または「LKM SAP BW to SQL」が設定されていることを確認します。




	
注意:

このインタフェースによって、いくつかのSAP ABAP抽出プログラムが生成されます。インフォ・キューブから表示属性とキー数値を取り出すものが1つと、ナビゲーション属性が格納されているインフォ・オブジェクトごとに1つです。










	
ODIの「ターゲット/ステージング領域」で、「IKM SQL Control Append」が設定されていることを確認します。

[image: image111.jpgの説明が続きます]

図image111.jpgの説明



	
インタフェースを実行します。インフォ・キューブとナビゲーション属性がターゲット・データストアに移入されていることを確認します。











オープン・ハブの抽出

この項では、オープン・ハブ宛先「ZOHD_SALE (/BIC/OHZOHD_SALE)」を表すSAP BWソース・モデルからW_OPENHUB_SALES_DS Oracleターゲット・モデルにデータをロードするための統合インタフェースをODI内に作成する方法を説明します。



インタフェースの作成

	
デザイナを開きます。


	
「プロジェクト」ツリー・ビューで「SAP BW Demo」プロジェクトを開きます。


	
「SAP_BW_DataTargets」フォルダを開きます。


	
「インタフェース」ノードを選択します。


	
右クリックして「インタフェースの挿入」を選択します。


	
インタフェースの「定義」タブで、インタフェースの名前を「OpenHub_Sales.W_OPENHUB_SALES_DS」と入力します。


	
「ダイアグラム」タブを選択します。


	
次に示す情報ウィンドウが表示された場合は、「OK」をクリックします。

[image: image034.jpgの説明が続きます]

図image034.jpgの説明



インタフェースのダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image112.jpgの説明が続きます]

図image112.jpgの説明










ソースおよびターゲットのデータストアの定義

ソースおよびターゲットのデータストアを定義するには:

	
「モデル」ツリー・ビューで、「Oracle_Target」モデルの「W_OPENHUB_SALES_DS」データストアを選択します。


	
このデータストアを「ターゲット・データストア」パネル(「ダイアグラム」タブの右の領域)までドラッグします。これで、このパネルは次のように表示されます。

[image: image114.jpgの説明が続きます]

図image114.jpgの説明



	
「モデル」ツリー・ビューで、「SAP BW Source」モデルの「ZOHD_SALE」データストアを選択します。


	
このデータストアを「ソース」ダイアグラム・パネル(「ダイアグラム」タブの左の領域)までドラッグします。


	
「自動マッピングを実行しますか。」というポップアップ・ウィンドウが表示された場合は、「いいえ」をクリックします。


	
「ソース」のダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image116.jpgの説明が続きます]

図image116.jpgの説明










マッピングの作成

ターゲット・データストアのマッピングを作成するには:

	
ターゲット・データストアの「OHREQUID」列を選択します。


	
「ZOHD_SALE」ソース・データ・ターゲットの「OHREQUID」列を「プロパティ」パネルの「実装」フィールドまでドラッグします。


	
「実行日」が「ソース」に設定されていることを確認してください。マッピングは次のようになります。

[image: image118.jpgの説明が続きます]

図image118.jpgの説明



	
この操作を繰り返して、次に示す単純マッピングを実行します。

	
W_OPENHUB_SALES_DS.DATA_PACKAGE = ZOHD_SALE.DATAPAKID


	
W_OPENHUB_SALES_DS.DATA_RECORD = ZOHD_SALE.RECORD


	
W_OPENHUB_SALES_DS.CUSTOMER = ZOHD_SALE.D_CUSTOMER


	
W_OPENHUB_SALES_DS.MATERIAL = ZOHD_SALE.D_MATERIAL


	
W_OPENHUB_SALES_DS.MATERIAL_PRICE = ZOHD_SALE.PRICE_MAT


	
W_OPENHUB_SALES_DS.CURRENCY = ZOHD_SALE.CURRENCY


	
W_OPENHUB_SALES_DS.QUANTITY = ZOHD_SALE./BIC/ZQTY


	
W_OPENHUB_SALES_DS.TOTAL_REVENUE = ZOHD_SALE./BIC/ZREV












インタフェース・フローの定義

インタフェース・フローを定義するには:

	
「フロー」タブを選択します。「フロー」のダイアグラムは次のように表示されます。

[image: image120.jpgの説明が続きます]

図image120.jpgの説明



	
オープン・ハブ宛先表「ZOHD_SALE」が格納されているソース・セット「SS_0 (SAP_BW)」を選択します。このソース・セットが表すソース・データセットは、SAP BWオープン・ハブ表で構成されています。


	
「LKMの選択」ボックスで、「LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)」または「LKM SAP BW to SQL」を選択します。


	
「ターゲット/ステージング領域」ボックスを選択します。これは、ターゲットOracleデータベースを表し、このインタフェースのステージング領域としても使用されます。


	
「IKMの選択」で、「IKM Oracle Incremental Update」を選択します。


	
IKMのオプションを次のとおりに設定します。

	
「FLOW_CONTROL」オプションには「No」を選択します。


	
その他のオプションはそのままにします。フローは次のようになります。

[image: image122.jpgの説明が続きます]

図image122.jpgの説明






	
「OK」をクリックしてインタフェースを保存して閉じます。













統合インタフェースの実行

この項の内容は、次のとおりです。

	
インタフェースの実行


	
インタフェース実行の確認


	
結果データの確認






インタフェースの実行

統合インタフェースを実行するには:

	
「プロジェクト」ツリー・ビューで「SAP Demo」プロジェクトを開きます。


	
「SAP_BW_DataTargets」フォルダを開きます。


	
「インタフェース」ノードを開きます。


	
「InfoCube_SAP_BW_VendorBal.W_VENDR_BAL_DS」インタフェースを選択します。


	
右クリックして「実行」を選択します。


	
表示された「実行」ウィンドウの「OK」をクリックします。


	
「セッションを開始しました」ウィンドウの「OK」をクリックします。





インタフェースを実行したときに行われる処理

最初に、Oracle Data IntegratorによってABAPプログラムが作成されます。このプログラムは、次の処理を実行します。

	
SAP BWシステムでのデータ抽出を実行します。この例では、抽出はインフォ・キューブ・ソース・データ・ターゲットに対して実行され、結果セットが抽出ファイルとして返されます。


	
抽出ファイルをFTPデータ・サーバーにアップロードします。このFTPホストは、File Server for SAP ABAPという名前のファイル論理スキーマで指定されます。この論理スキーマは物理スキーマにマッピングされ、したがって指定のコンテキスト内のデータ・サーバーにマッピングされます。このデータ・サーバーには、そのFTPホストの接続情報が格納されています。




このABAPコードがOdiSapAbapExecuteツールを使用してアップロードされます。ABAPプログラムは、SAP_FUNCTION_GROUP_NAME LKMオプションで指定されたSAP機能グループにプッシュされます。このフェーズを省略するには、UPLOAD_ABAP_CODE LKMオプションを「No」に設定します。

このABAPコードは、OdiSapAbapExecuteツールでも実行されます。ABAPコードの実行が終了すると、抽出ファイルがFTPホスト内に作成されます。

Oracle Data Integratorエージェントは、この抽出ファイルをFTPホストからダウンロードすることも、直接アクセスすることもできます(IKMオプションで指定されたFTP_TRANSFER_METHODによって決まります)。

最後に、エージェントが抽出ファイルにアクセスしたときに、エージェントはSQL*LoaderまたはJDBC接続を使用してこのファイルをOracle/非Oracleステージング領域にロードします。統合プロセスの残りの部分は、Oracle/非Oracleエンジン内で実行されます。






インタフェース実行の確認

インタフェースの実行を確認するには:

	
オペレータに接続します。


	
オペレータで、「セッション・リスト」ツリー・ビューを選択します。


	
このツリー・ビューの「すべての実行」ノードを開きます。


	
次に示すように、最後のセッションがこのリストの先頭に表示されます。

[image: image124.jpgの説明が続きます]

図image124.jpgの説明



	
「InfoCube_SAP_BW_VendorBal.W_VENDR_BAL_DS」ノードをダブルクリックすると、セッションの詳細と、処理された行の数が表示されます。









結果データの確認

結果データを確認するには:

	
デザイナの「モデル」ビューで、「Oracle Target」モデルを開きます。


	
「W_VENDR_BAL_DS」データストアを選択し、右クリックして「データ」を選択すると、ターゲットのOracle表に統合されたデータが表示されます。


	
同じステップを、他のインタフェースに対して実行します。

	
InfoObject_SAP_BW_VendorAcc.W_ACCNT_VENDR_DS


	
ODS_SAP_BW_PurchOrdl.W_PURCH_DS


	
InfoCube_InfoObject_join.W_VENDER_CUBE_OBJ_DS


	
OpenHub_Sales.W_OPENHUB_SALES_DS

















7 デルタ抽出のパッケージの作成


この章では、デルタ抽出のパッケージを作成する方法を説明します。

これまでに、BWのデータ・ターゲットからデータを抽出する例を示してきました。この章で説明する手順では、これまでの章で説明したインタフェースをデルタ抽出インタフェースに変換する方法を説明します。

デルタ抽出インタフェースでは、データのうち、前回の抽出以降に変更された分のみが抽出されます。デルタ抽出インタフェースがサポートされるのは、インフォ・キューブ、ODS/DSOおよびオープン・ハブ・オブジェクトのみであり、インフォ・オブジェクトに対してはサポートされません。

この章の内容は次のとおりです。

	
インタフェース・フローの変更


	
MIN_REQUEST_ID変数の作成


	
デルタ抽出のパッケージの作成


	
パッケージの実行






インタフェース・フローの変更

最初のステップは、インタフェースに変更を加えることです。

	
目的のインタフェースを選択します。


	
そのインタフェースをダブルクリックします。


	
「フロー」タブを選択します。


	
ODIソース・セットをクリックします。


	
KMのオプションFIRST_REQ_IDおよびLAST_REQ_IDの値を次のとおりに設定します。

[image: image126.jpgの説明が続きます]

図image126.jpgの説明



	
「OK」をクリックしてインタフェースを保存して閉じます。









MIN_REQUEST_ID変数の作成

2番目のステップでは、最後に抽出されたリクエストIDを格納するためのODI変数を作成します。このリクエストIDは、次回抽出を実行するときの開始点となります。

	
最後のリクエストIDを保持するためのMIN_REQUEST_ID変数を作成します。次に示すように、MIN_REQUEST_ID変数を数値変数として設定し、「アクション」を、「履歴化」または「最後の値」に設定する必要があります。

[image: image128.jpgの説明が続きます]

図image128.jpgの説明



	
この変数の値は、3番目のステップで説明するデルタ抽出パッケージの終了時に更新されます。これは、デルタ抽出の終了時に行われ、MAX REQUEST IDがSAP BWシステムからフェッチされてODI変数(MIN_REQUEST_ID)に格納されます。ここに示したリフレッシュ式を使用して変数が更新されます。

[image: image130.jpgの説明が続きます]

図image130.jpgの説明










デルタ抽出のパッケージの作成

3番目のステップでは、これまでのステップで作成したビルディング・ブロック(変数とインタフェース)からパッケージを作成します。

	
「SAP Demo」プロジェクトを開きます。


	
新しいパッケージを「SAP Demo」という名前で作成します。


	
「変数の宣言」ステップをこのパッケージに挿入します。

MIN_REQUEST_ID変数をドラッグ・アンド・ドロップして「変数の宣言」ステップ・タイプを選択します。


	
「フロー」ステップをこのパッケージに挿入します。

前の項でインフォ・キューブ/ODSまたはオープン・ハブ抽出用に作成したインタフェースを、パッケージにドラッグ・アンド・ドロップします。


	
「変数のリフレッシュ」ステップをこのパッケージに挿入します。

MIN_REQUEST_ID変数をドラッグ・アンド・ドロップして「変数のリフレッシュ」ステップ・タイプを選択します。


	
ステップ・シーケンスを定義します。

	
「変数のリフレッシュ」ステップを「最初のステップ」として定義します。


	
これを、成功時の次のステップである「フロー」ステップにリンクします。


	
「フロー」ステップを「変数のリフレッシュ」ステップ(成功時の次のステップであり、パッケージの最後のステップ)にリンクします。変数間に矢印を追加します。




パッケージは、このスクリーンショットのようになります。

[image: image132.jpgの説明が続きます]

図image132.jpgの説明










パッケージの実行

統合パッケージを実行するには:

	
「プロジェクト」ツリー・ビューで「SAP Demo」プロジェクトを開きます。


	
「SAP Demo」パッケージを選択します。


	
右クリックして「実行」を選択します。


	
「実行」ウィンドウの「OK」をクリックします。


	
「セッションを開始しました」ウィンドウの「OK」をクリックします。





デルタ抽出パッケージを実行したときに行われる処理

最初に、Oracle Data Integratorによって変数MIN_REQUEST_IDが最後の履歴化値に初期化されます(「変数の宣言」ステップ)。この値が、データ抽出開始位置を指定するためにABAP抽出プログラムに渡されます。KMがSAPシステムに、割当て済リクエストIDの最大値を問い合せます。最小リクエストIDから最大リクエストIDまでのすべてのデータが抽出されます(インタフェース)。

インタフェースの実行後に、変数リフレッシュ・ステップによって最大リクエストIDがMIN_REQUEST_IDに格納され、これが次回実行時に使用されます。









8 Oracle Data Integratorのその他の情報


この章では、Oracle Data Integratorで次に実行するステップについて説明します。

この時点で、データをSAP BWシステムから抽出するためのプロジェクトが完成しています。

このプロジェクトでは、次のことを行いました。

	
SAP BWと連携するための環境とトポロジをセットアップしました。


	
SAP BWデータ・モデルを作成してリバース・エンジニアリングしました。


	
インフォ・キューブ、インフォ・オブジェクト、ODS/DSO、インフォ・キューブとインフォ・オブジェクトの結合、オープン・ハブ宛先表、デルタSAP BWデータ・ターゲットと表からOracleデータベースにデータをロードするための様々なインタフェースを作成しました。




SAP BW KMの機能とオプションの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorナレッジ・モジュール開発者ガイド』を参照してください。




	
注意:

実行が正常に完了しなかった場合は、オペレータの詳細画面でエラー・メッセージがあるかどうかを調べてください。これに加えて、次のログ・ファイルにも実行の情報が格納されています。

	
<System Temp Dir>/ODI_<Interface Id>_<SrcSet>.genlog


	
<System Temp Dir>SAPAbapExecuteOpenTool_<Interface Id>.log


	
<System Temp Dir>ODI_<Delta interface Id>_<Interface Id>.log


	
<System Temp Dir or local FTP dir>/ ZODI_<Interface Id>_<SrcSet>_<Context>.log


	
<System Temp Dir or local FTP dir>/ ZODI_<Interface Id>_<SrcSet>_<Context>.out


	
<System Temp Dir or local FTP dir>/ ZODI_<Interface Id>_<SrcSet>_<Context>.err




詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorアプリケーション・アダプタ・ガイド』の第7.7.4項「ログ・ファイル」を参照してください。











Oracle Data Integratorのその他の情報

デモンストレーション環境を使用して、Oracle Data Integratorの使い方を練習します。他にもOracle Data Integratorで実行できる作業については、Oracle Technology Networkで公開されているサンプルを活用してください。









A SAP ABAP BWで必要な権限


この付録では、Oracle Data Integratorを使用してSAPシステムにアクセスするために必要な権限の一覧を示します。

開発中に、RKMインストールおよびLKM実行のためにSAPシステムに接続するには、SAPダイアログ・ユーザーが必要です。SAP RFCユーザーでは不十分です。

このユーザーは、開発者ライセンス・キーを保持している必要があります。ライセンス・キーは、http://service.sap.comから取得できます。

後の本番環境でのRKM実行とLKM実行には、SAP RFCユーザーで十分です。

これらのSAPユーザー・タイプは、次に示す操作に使用できます。


表A-1 必要なSAPユーザー・タイプ

	操作	必要なSAPユーザー・タイプ
	
RKM: セットアップ

	
SAPダイアログ・ユーザー


	
RKM: リバース・エンジニアリング

	
SAPダイアログ・ユーザーまたはSAP RFCユーザー


	
LKM: 開発

	
SAPダイアログ・ユーザーまたはSAP RFCユーザー


	
LKM: 本番

	
SAPダイアログ・ユーザーまたはSAP RFCユーザー


	
ODIによって生成された抽出RFCのテスト

	
SAPダイアログ・ユーザーまたはSAP RFCユーザー








次の各表に、SAP BWナレッジ・モジュールを使用するために必要な権限の一覧を示します。

	
RKM SAP BWの設定に必要な認可


	
RKMの実行に必要な認可


	
LKMの実行に必要な認可


	
本番環境でのLKMの実行に必要な認可


	
ODIによって生成された抽出RFCのテストに必要な権限






RKM SAP BWの設定に必要な認可

次に示す認可は、RKM SAP BWの構成をセットアップするためと、SAPの表に関するメタデータを取得するRFCプログラムをインストールするために必要です。


	オブジェクト	フィールド名	値
	
S_ADMI_FCD

	
S_ADMI_FCD

	
NADM


	
S_ADMI_FCD

	
S_ADMI_FCD

	
PADM


	
S_ADMI_FCD

	
S_ADMI_FCD

	
SM21


	
S_DATASET

	
ACTVT

	
*



	
S_DATASET

	
FILENAME

	
*



	
S_DATASET

	
PROGRAM

	
*



	
S_DEVELOP

	
ACTVT

	
01、02、03


	
S_DEVELOP

	
DEVCLASS

	
*



	
S_DEVELOP

	
OBJNAME

	
*



	
S_DEVELOP

	
OBJTYPE

	
*



	
S_DEVELOP

	
P_GROUP

	
*



	
S_GUI

	
ACTVT

	
*



	
S_RFC

	
ACTVT

	
16


	
S_RFC

	
RFC_NAME

	
*



	
S_RFC

	
RFC_TYPE

	
*



	
S_RS_ADMWB

	
ACTVT

	
*



	
S_RS_ADMWB

	
RSADMWBOBJ

	
*



	
S_RS_AUTH

	
BIAUTH

	
*脚注1


	
S_RS_ICUBE

	
ACTVT

	
*



	
S_RS_ICUBE

	
RSICUBEOBJ

	
*



	
S_RS_ICUBE

	
RSINFOAREA

	
*



	
S_RS_ICUBE

	
RSINFOCUBE

	
*



	
S_RS_IOBJ

	
ACTVT

	
*



	
S_RS_IOBJ

	
RSIOBJ

	
*



	
S_RS_IOBJ

	
RSIOBJCAT

	
*



	
S_RS_IOBJ

	
RSIOBJPART

	
*



	
S_RZL_ADM

	
ACTVT

	
*



	
S_TABU_DIS

	
ACTVT

	
02、03


	
S_TABU_DIS

	
DICBERCLS

	
*



	
S_TCODE

	
TCD

	
AL11


	
S_TCODE

	
TCD

	
SE10


	
S_TCODE

	
TCD

	
SE11


	
S_TCODE

	
TCD

	
SE16


	
S_TCODE

	
TCD

	
SE37


	
S_TCODE

	
TCD

	
SE38


	
S_TCODE

	
TCD

	
SE80


	
S_TCODE

	
TCD

	
SE91


	
S_TCODE

	
TCD

	
SM21


	
S_TCODE

	
TCD

	
SM50


	
S_TCODE

	
TCD

	
SM58


	
S_TCODE

	
TCD

	
SM59


	
S_TCODE

	
TCD

	
ST22


	
S_TCODE

	
TCD

	
SU53


	
S_TRANSPRT

	
ACTVT

	
01、02、03


	
S_TRANSPRT

	
TTYPE

	
*









脚注1 SAP BW 7.0のみ。SAP BW 3.5には不要です。






RKMの実行に必要な認可

次に示す認可は、RKM SAP BWを使用してリバース・エンジニアリングを実行するために必要です。


	オブジェクト	フィールド名	値
	
S_RFC

	
ACTVT

	
16


	
S_RFC

	
RFC_NAME

	
*



	
S_RFC

	
RFC_TYPE

	
*



	
S_TCODE

	
TCD

	
SE16


	
S_RS_ADMWB

	
ACTVT

	
*



	
S_RS_ADMWB

	
RSADMWBOBJ

	
*



	
S_RS_ICUBE

	
ACTVT

	
03


	
S_RS_ICUBE

	
RSICUBEOBJ

	
*



	
S_RS_ICUBE

	
RSINFOAREA

	
*



	
S_RS_ICUBE

	
RSINFOCUBE

	
*



	
S_RS_IOBJ

	
ACTVT

	
*



	
S_RS_IOBJ

	
RSIOBJ

	
*



	
S_RS_IOBJ

	
RSIOBJCAT

	
*



	
S_RS_IOBJ

	
RSIOBJPART

	
*



	
S_RS_AUTH

	
BIAUTH

	
*脚注1








脚注1 SAP BW 7.0のみ。SAP BW 3.5には不要です。






LKMの実行に必要な認可

次に示す認可は、LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)を使用するために必要です。LKMにより生成されたABAPコードをインストールし、これを実行するには、この認可セットが必要となります。


	オブジェクト	フィールド名	値
	
S_CTS_ADMI

	
CTS_ADMFCT

	
*



	
S_DATASET

	
ACTVT

	
06、33、34


	
S_DATASET

	
FILENAME

	
*



	
S_DATASET

	
PROGRAM

	
*ZODI*


	
S_DEVELOP

	
ACTVT

	
01、02、03


	
S_DEVELOP

	
DEVCLASS

	
*



	
S_DEVELOP

	
OBJNAME

	
*



	
S_DEVELOP

	
OBJTYPE

	
*



	
S_DEVELOP

	
P_GROUP

	
*



	
S_RFC

	
ACTVT

	
16


	
S_RFC

	
RFC_NAME

	
*



	
S_RFC

	
RFC_TYPE

	
*



	
S_RS_IOBJ

	
ACTVT

	
*



	
S_RS_IOBJ

	
RSIOBJ

	
*



	
S_RS_IOBJ

	
RSIOBJCAT

	
*



	
S_RS_IOBJ

	
RSIOBJPART

	
*



	
S_TRANSPRT

	
ACTVT

	
*



	
S_TRANSPRT

	
TTYPE

	
*













本番環境でのLKMの実行に必要な認可

次に示す認可は、LKM SAP BW to Oracle (SQLLDR)を本番環境で使用するために必要です。このような環境でLKMによって生成されたABAPコードは、LKMによってインストールされるのではなく、そのまま単純に実行されます。


	オブジェクト	フィールド名	値
	
S_DATASET

	
ACTVT

	
*



	
S_DATASET

	
FILENAME

	
*



	
S_DATASET

	
PROGRAM

	
*ZODI*


	
S_RFC

	
ACTVT

	
16


	
S_RFC

	
RFC_NAME

	
*



	
S_RFC

	
RFC_TYPE

	
*













ODIによって生成された抽出RFCのテストに必要な権限

次に示す認可は、ODIによって生成された抽出RFCを、たとえばSE37で手動テストするために必要です。


	オブジェクト	フィールド名	値
	
S_DATASET

	
ACTVT

	
33


	
S_DATASET

	
FILENAME

	
*



	
S_DATASET

	
PROGRAM

	
*



	
S_TCODE

	
TCD

	
SE37


	
S_DEVELOP

	
ACTVT

	
03、16


	
S_DEVELOP

	
RSICUBEOBJ

	
*



	
S_DEVELOP

	
RSINFOAREA

	
*



	
S_DEVELOP

	
RSINFOCUBE

	
*



	
S_DEVELOP

	
DEVCLASS

	
*



	
S_DEVELOP

	
OBJNAME

	
*



	
S_DEVELOP

	
OBJTYPE

	
*



	
S_DEVELOP

	
P_GROUP

	
*
















B librfc32/librfc64ライブラリのインストール


この付録では、librfc32またはlibrfc64ライブラリをインストールする方法を説明します。

SAP JCoソフトウェアにはlibrfc32/librfc64ライブラリが必要ですが、このソフトウェアには含まれていません。これは、SAP GUIソフトウェアなどに含まれています。このライブラリがまだインストールされていない場合のために、この項ではダウンロードおよびインストールの方法を説明します。これらの手順が必要になるのは、librfc32/librfc64がまだインストールされていない場合のみです。



librfc32/librfc64ライブラリのインストール

次の手順を実行してlibrfc32/librfc64ライブラリをインストールします。

	
SAP Support Portal (http://service.sap.com)に接続します。


	
SAPサポート・ポータルに移動します。


	
「Software Downloads」に移動します。


	
「SAP Software Download Center」に移動します。


	
「Support Packages and Patches」を選択します。


	
「Browse Our Download Catalog」を選択します。


	
「Additional Components」を選択します。


	
適切なバージョンのRFCSDK (SAP NW RFC SDK、SAP RFC SDK、SAP RFC SDK UNICODE)をダウンロードします。


	
SAPCAR抽出プログラムを使用して、ダウンロードしたSARファイルの内容を抽出します。


	
JCoがWindowsにインストールされている場合:

フォルダrfcsdk/binにあるファイルlibrfc[u][32|64].dllをc:\windows\system32にコピーします(正確なフォルダ名はWindowsのバージョンによって異なります)。

JCoがUNIXにインストールされている場合:

sapjco3.jarおよびlibsapjco3.soが格納されているフォルダに、ファイルlibrfccm[u].soをコピーします。このディレクトリは、LD_LIBRARY_PATHに追加することが必要になる可能性があります。












C SAPスタンドアロン接続テスト


この付録では、SAPスタンドアロン接続テストを実行する方法を説明します。

すでに説明した接続テストに加えて、ODIの外部でのテストを、スタンドアロンのJavaユーティリティを使用して実行できます。



SAPスタンドアロン接続テスト

スタンドアロンJavaユーティリティを使用して接続をテストする手順は次のとおりです。

	
コマンド・ウィンドウを開きます。


	
oracledi/driversディレクトリに移動します。


	
JAVA_HOMEがJVM (1.5以上)を指していることを確認します。


	
SAP Java Connectorがインストール済であることと、sapjco3.jarおよびsapjco3ライブラリがoracledi/driversディレクトリにあることを確認します。


	
次のコマンドを使用してユーティリティを起動します。

Windowsの場合:

java -cp sapjco3.jar;odi-sap.jar oracle.odi.sap.km.test.JCoTest

Linux/UNIXの場合:

java -cp sapjco3.jar:odi-sap.jar oracle.odi.sap.km.test.JCoTest

この結果、次のような出力が得られるはずです:

[image: image134.jpgの説明が続きます]
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テキスト・エディタを使用して、oracledi/driversディレクトリにあるODI_SAP_CON_POOL.jcoDestinationファイルを開きます。これは次のようなファイルです。


#for tests only!
jco.client.lang=EN
jco.destination.peak_limit=10
jco.client.client=800
jco.client.passwd=<SAP Password>
jco.client.user=<SAP User>
jco.client.sysnr=00
jco.destination.pool_capacity=5
jco.client.ashost=<SAP Application Server>


	
SAP管理者から受け取ったSAP接続情報を入力します。これで、ファイルは次のようになります(実際の接続情報を使用してください)。


#for tests only !
jco.client.lang=EN
jco.destination.peak_limit=10
jco.client.client=800
jco.client.passwd=ODI123
jco.client.user=ODI
jco.client.sysnr=00
jco.destination.pool_capacity=5
jco.client.ashost=123.123.123.123.


	
次に示すコマンドを使用してユーティリティをもう一度起動します。

Windowsの場合:

java -cp sapjco3.jar;odi-sap.jar oracle.odi.sap.km.test.JCoTest

Linux/UNIXの場合:

java -cp sapjco3.jar:odi-sap.jar oracle.odi.sap.km.test.JCoTest

この結果、次のような出力が得られるはずです:

[image: image136.jpgの説明が続きます]
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単なるSAP接続のテストに加え、ユーティリティでは、RKMで必要な特定のファンクション・モジュールが存在するかどうかの検証も行います。これらのモジュールはRKMの最初の実行の際にインストールされます(UPLOAD_ABAP = Yes)。


	
実行後にODI_SAP_CON_POOL.jcoDestinationファイルを削除します。このファイルには、SAPログイン資格証明が格納されているからです。












D ODI SAPコンポーネントのアンインストール


この付録では、ODIのコンポーネントをSAPシステムからアンインストールする方法を説明します。

より新しいODI SAP Connectorリリースにアップグレードする場合や永久にODI接続を削除する場合は、この項の手順に従ってください。

これによって、生成された抽出プログラムを含むすべてのコンポーネントが削除されることに注意してください。



ODI SAPコンポーネントのアンインストール

より新しいODI SAP Connectorリリースにアップグレードする、またはODI接続を永久に削除する手順は次のとおりです。

	
SAP GUIを起動します。


	
アンインストールするSAPシステムに接続します。


	
トランザクションSE80に進みます。


	
ドロップダウン・ボックスからパッケージまたは開発クラスのオプションを選択します。


	
そのパッケージまたは開発クラスのフィールドでZODIBW_PCKGと入力します。


	
オブジェクト名のタブの下にあるZODIBW_PCKGオブジェクトを右クリックします。


	
ドロップダウン・メニューで「Delete」を選択し、その開発クラスを削除します。

開発クラスを個別に削除できない場合は、すべてのオブジェクトを1つずつ削除してからその開発クラスを削除します。


	
トランザクションSE10に進みます。「Modifiable」および「Workbench Requests」を選択します。「Display」をクリックします。


	
ODIオブジェクトのあるトランスポート・リクエストを選択し、これらを解放します。


	
手順3から手順7までを繰り返し、開発クラスを削除します。


	
トランザクションSE01に進みます。「Modifiable」および「Workbench Requests」を選択します。「Display」をクリックします。ZODIBW_PCKGを持つトランスポート・リクエストを解放します。















The Model: New window is shown, with the Reverse tab selected. The Standard/Customized radio button is set to Standard. In the Parameters box, the Context field is set to "Global". The value for Logical Agent is greyed out. In the Types of objects to reverse-engineer box, the Table check box is checked; all other boxes are empty. The Mask field has the value "%" (percent sign). The remaining fields are empty.















Add Open Tools window. An Open Tool class name is shown in a field with lookup and search buttons. Below is the name of the Class, followed by a section describing the Open Tool. This section contains a Delete button for deleting this Open Tool. At the bottom are buttons marked OK and Cancel.





Command-line output results from running the java command in this step is shown. The console reports creating a connection pool, lists connection pool attributes such as host, client, IDs, language, and so forth; and then reports "Successfully Connected to SAP system..." with lines reporting the existence of four Function Modules in the specified SAP System



The Model: New window is shown, with the Definition tab selected. The Name field has the value "Oracle Target". The Code field has the value "ORACLE_TARGET". The Technology field has the value "Oracle". The Logical Schema field has the value "ODI_SAP_DEMO". The Action Group field has the value "<Generic Action>". There is no value entered for the Default Folder field. The Display the Metadata Changes in the Mode tree check box is not checked.











The Model: SAP BW Source window is shown, with the Reverse tab selected. In the lower half of the window, the Select your KM field has the value "RKM SAP BW.SAP Demo". A table with the column headings "Option" and "Value" has numerous rows with option/value pairs.







The Model: New window is shown, with the Definition tab selected. The Name field has the value "SAP BW Source". The Code field has the value "SAP_BW_SOURCE". The Technology field has the value "SAP ABAP". The Logical Schema field has the value "LOGICAL_SAP_BW". The Action Group field has the value "<Generic Action>". The Default Folder field has no value. The Display the Metadata changes in the Model tree check box is unchecked.



The SAP Java Connector (JCo) window is shown. Values are shown for Java Runtime Operating System, Java VM, and Java Codepage: Versions for JCo API, JCo middleware name, JCo middleware, and JCo middleware native: and Paths for JCo classes and JCo library. At the bottom of the window is a Close button.






The Data Server: New window is shown. The Definition tab is selected. At the top are Name, Technology, and Instance/dblink (Data Server) fields. A box labeled Connection contains User and Password fields and a check box labeled JNDI Connection. Below are Array Fetch Size and Batch Update Size fields. At the bottom of the window are the following buttons: OK, Cancel, Apply, Help, and Test.


The Context tab of the Physical Schema:SAP_BW_Default window is shown. A table is displayed with two columns: Context and Logical Schema. A single row has the value "Development" for Context and the value "LOGICAL_SAP_BW" for Logical Schema.













The Context tab of the Physical Schema:ORACLE_TARGET.Schema window is shown. A table with columns labeled "Context" and "Logical Schema" has a single row: the Context is "Global" and the Logical Schema is "ODI_SAP_DEMO".



A tree diagram is displayed. The root is "Oracle Target", which has been expanded. Several data stores are listed as branches from this tree.


The JDBC tab of the Data Server: ORACLE_TARGET window is shown. The JDBC Driver field is set to "oracle.jdbc.driver.OracleDriver" and the JDBC Url field is set to "jdbc:oracle:thin:@localhost:1521:XE".




The SAP BW Meta Data Browser window is shown. In the Search box at the top, the Name field has the value "0FIAP_C20". For Data Target, InfoCube is selected. In the expanded tree view, a complex tree of objects is shown. The tree is expanded to show the table 0FIAP_C20, with two child columns: Dimensions and Key Figures.







A command-line console is shown with text output. The output includes an error message "Error: com.sap.conn.jco.JCoException: (102) RFC_ERROR_COMMUNICATION: Connect to SAP gateway failed", with connection parameters. Following is a list of details including location, error, time, release number, component, version, RC, module, line, detail, system call, and counter.


The Data Server: New window is shown, with the FlexFields tab selected. A table is displayed with three columns: Name, Defa..., and Value.





The SAP BW Meta Data Browser window is shown. The upper portion of the window has a Search function with fields for Name, Description, and Data Target (which has the options InfoCube (selected), InfoObject, ODS/DSO, and OpenHub). Buttons are labeled Lookup and Search. The lower portion of the window has an expanded tree view. A single object, "SAP BW Metadata", is expanded with four child objects: InfoAreas, InfoObjects, ODS/DSO, and OpenHub. At the bottom of the window are buttons labeled Cancel and Reverse.



The Physical Schema:ORACLE_TARGET.Schema window is shown, with the Definition tab selected. The title displayed is "Data Server:ORACLE_TARGET". The Name field contains the value "ORACLE_TARGET.ODI_SAP_DEMO". The Schema (Schema) field contains the value "ODI_SAP_DEMO". The Schema (Work Schema) field contains the value "ODI_SAP_DEMO".


The Data Server: New window is shown, with the Definition tab selected. The window displays fields for Name, Technology, Host (Data Server), and (in a section labeled "Connection") User, Password, and a check box labeled JNDI Connection.
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